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春を告げる「淡路島びらき」春を告げる「淡路島びらき」
　春の観光シーズンの到来を告げる「淡路島びらき　うずし
お・桜鯛まつり」が 3月5日に行われました。
　福良港であった式典では神事が営まれ、関係者らが観光振
興やコロナ収束を願いました。また、この日が初仕事となっ
た「第 42代クイーン淡路」の３人が観潮船の一日船長に就
任し、淡路島観光をPRしました。

観光振興とコロナ収束を願って観光振興とコロナ収束を願って
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～幸福の香りがつながる～「子育ての
喜びが見えるまち」の実現へ

施政
方針

　
２
月
21
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
０
８
回
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
守
本
市
長
が
市
政
運
営

の
基
本
方
針
や
主
要
施
策
を
ま
と
め
た
施
政
方

針
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
施
政
方
針
の
全
文
と
予
算
の
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
予
算
と
主
要
事
業
の
記
事
は
４
～
７
頁
）

【
時
代
認
識
と
市
政
理
念
】

　
地
方
の
時
代
と
言
わ
れ
は
じ
め
て
か
ら
約
20

年
経
過
し
、
今
ほ
ど
、
現
実
に
地
方
、
ま
た
、

地
方
自
治
体
の
役
割
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
が
思
い
描
く
「
ふ
る
さ
と
南

あ
わ
じ
」
は
、
市
民
、
行
政
、
企
業
、
関
係
団

体
が
連
携
し
、
男
女
の
区
別
な
く
共
に
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
と
育
児
・
教
育
を
含
め
た
家
庭

生
活
を
両
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
、「
子

ど
も
時
代
を
過
ご
し
た
『
ふ
る
さ
と
』
で
、
自

分
た
ち
の
子
ど
も
も
育
て
た
い
」
と
思
え
る
よ

う
な
ま
ち
、
市
民
が
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら
、

若
者
の
挑
戦
や
育
児
を
応
援
す
る
「
子
育
て
の

喜
び
が
見
え
る
ま
ち
」で
す
。
本
市
の
政
策
の
柱

「
五
つ
の
行
動
」
を
さ
ら
に
発
展
・
深
化
さ
せ
、

皆
さ
ま
と
と
も
に
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
次
世

代
が
自
信
を
も
っ
て
「
ふ
る
さ
と
」
と
言
え
る
、

南
あ
わ
じ
市
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
五
つ
の
行
動
】

❶
超
高
齢
化
社
会
の
克
服

　
少
子
高
齢
化
を
克
服
す
る
た
め
、
国
を
挙
げ

て
、
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
地
域
に
お
い
て
も
、
住
民
主
体
の
健

康
増
進
、
柔
軟
な
働
き
方
の
導
入
、
交
通
等

の
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
生
活
や
産
業

の
現
場
に
お
け
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進

事
業
を
核
に
、
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
、
社

会
と
関
わ
り
を
持
ち
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
活

躍
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
た
毎
日
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、
地
方
で
の
生
活

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
を
捉
え
、
空

き
家
等
活
用
可
能
な
資
源
の
よ
り
積
極
的
な
発

掘
・
有
効
利
用
な
ど
、
戦
略
的
な
移
住
・
定
住

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

❷
子
育
て
環
境
の
向
上
と
教
育
の
充
実

　
南
あ
わ
じ
市
の
将
来
を
良
く
す
る
た
め
に
は
、

「
教
育
」
を
魅
力
的
に
し
、
こ
こ
で
子
ど
も
を

育
て
た
い
と
思
え
る
環
境
に
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
①
「
学
ぶ
楽
し
さ
日
本 

一 

」
を
目
標
に
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
な
学
び
を
深
め

る
教
育
の
推
進
②
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
々

に
見
守
ら
れ
て
過
ご
す
場
の
拡
充
③
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
の
三
つ
の
柱
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
子
育
て
環
境
の
向
上
と
教
育
の
充
実

を
め
ざ
し
、
各
種
の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

❸
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
地
元
産
業
の

　
活
性
化

　
１
０
０
％
を
優
に
超
え
る
食
料
自
給
率
を
支

え
る
第 

一 

次
産
業
は
、本
市
の
基
幹
産
業
で
す
。 

一 

方
、
自
然
や
歴
史
文
化
資
産
を
多
数
有
す
る

本
市
に
と
っ
て
、「
観
光
」
は
最
も
伸
び
し
ろ
が

大
き
い
産
業
で
す
。
二
つ
の
主
力
産
業
を
連
携
・

融
合
し
、
付
加
価
値
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
地
元
産
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
第 

一 

次
産
業
の
経
営
の
安
定
化
は
大
き
な
課

題
で
す
。
収
益
力
の
あ
る
第 

一 

次
産
業
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
農
漁
業
者
の
営
業
力
向
上
支
援
、

後
継
者
育
成
お
よ
び
産
業
基
盤
整
備
に
取
り
組

み
ま
す
。

❹
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
や
台
風
、
豪
雨
な
ど

の
危
険
に
常
に
備
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
や
防
災
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
な
ど
各
種
事
業
を
通
じ
、
市

民
へ
の
防
災
意
識
の
浸
透
と
実
践
力
の
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
道
路
・
河
川
の
環
境
改
善
と
通
学
路
の
安
全

対
策
を
重
点
事
業
と
位
置
づ
け
、
学
校
周
辺
の

グ
リ
ー
ン
ベル
ト
の
施
工
や
交
通
法
規
順
守
の
徹

底
を
図
り
ま
す
。

❺
「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の
実
現
に
よ
る

　
ま
ち
づ
く
り

　
各
地
域
と
各
種
団
体
が
抱
え
る
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
意
見
交
換
を
進
め
、

連
携
を
強
化
し
市
政
に
生
か
し
ま
す
。

　「
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
効
果
的
な
情
報
提
供
」

と
「
本
市
の
対
外
的
な
認
知
度
向
上
と
ブ
ラ
ン

ド
力
強
化
」
を
二
本
柱
と
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
戦
略
に
よ
り
発
信
力
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
対
話
と
行
動
の
行
政
を
支
え
る
市
役

所
職
員
の
人
材
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

「
最
強
の
市
役
所
」
の
実
現
に
向
け
て
歩
み
を

進
め
ま
す
。

議会で施政方針を述べる守本市長

施政方針全文

75
年
間
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う

倭
文
中
学
校
で
閉
校
記
念
式
典

　
同
日
に
締
結
式
が
あ
り
、
県

弁
護
士
会
の
津
久
井
進
会
長
と

守
本
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し

ま
し
た
。
津
久
井
会
長
は
「
一

人
ひ
と
り
の
生
活
再
建
の
た
め

に
協
力
し
合
い
た
い
」。
守
本
市

長
は
「
東
日
本
大
震
災
の
と
き

は
、
被
災
者
が
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
直
面
し
て
い
た
。
協
定
を

迅
速
な
生
活
再
建
に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
南
あ
わ
じ
市
と
県
弁
護
士
会

は
２
月
25
日
、
災
害
発
生
時
の

被
災
者
の
生
活
再
建
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
は

市
の
要
請
に
応
じ
て
県
弁
護
士

会
が
避
難
所
な
ど
に
弁
護
士
を

派
遣
。
被
災
者
か
ら
の
相
談
を

受
け
付
け
、
活
用
で
き
る
各
種

支
援
制
度
な
ど
の
情
報
を
提
供

し
ま
す
。

　
学
校
統
合
に
よ
り
３
月
末
で

閉
校
と
な
る
倭
文
中
学
校
で
、

３
月
８
日
に
閉
校
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
元
教
員
や
卒
業
生
ら

約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
倭
文
中
は
１
９
４
７
年
（
昭

和
22
年
）
に
創
立
。
こ
れ
ま
で

２
３
９
７
人
の
卒
業
生
を
送
り

出
し
て
き
ま
し
た
が
、
少
子
化

に
伴
う
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り

閉
校
す
る
こ
と
と
な
り
、
４
月

か
ら
は
三
原
中
学
校
と
統
合
し

県
弁
護
士
会
と
災
害
協
定

被
災
者
の
生
活
再
建
を
支
援

ま
す
。

　
式
典
で
は
、
最
後
の
卒
業
生

と
な
っ
た
同
中
３
年
の
谷
和わ
か
な奏

さ
ん
、
土
居
桜
子
さ
ん
、
堂
上

紗さ

ゆ

な
由
奈
さ
ん
に
よ
る
、
和
太
鼓

演
奏
や
同
校
75
年
間
の
歴
史
を

振
り
返
る
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
ら
は
校
訓
で

あ
る「
し
ず
お
り
精
神
」（
誠
実
・

勤
勉
・
自
立
）
を
育
ん
だ
学
校

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
堂
上
さ
ん
は
「
母
校
が
閉
校

す
る
の
は
悲
し
い
け
れ
ど
、
最

後
の
卒
業
生
と
し
て
誇
り
を

持
っ
て
夢
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

広
報
南
あ
わ
じ

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
入
選

閉
校
式
で
風
船
を
飛
ば
す
卒
業
生
ら

協
定
を
結
ん
だ
県
弁
護
士
会
の
津
久
井
会

長（
右
）と
守
本
市
長

受賞を喜ぶ広報担当者

　
広
報
南
あ
わ
じ
令
和
３
年
10

月
号
の
表
紙
写
真
が
「
第
69
回

兵
庫
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報

写
真
部
門
一
枚
写
真
の
部
」
で

入
選
し
ま
し
た
。

　
写
真
は
、
淡
路
人
形
座
の
演

目
「
淡
路
人
形
座 

え
え
と
こ
ど

り 

或
る
夜
の
段
」
を
撮
影
し
た

も
の
。南
あ
わ
じ
市
出
身
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
清
川
あ
さ
み
さ
ん

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
色
鮮
や
か

な
衣
装
や
舞
台
装
置
を
捉
え
ま

　「
南
あ
わ
じ
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
更
新
し
、
市
内
各
世
帯

に
配
布
し
ま
し
た
。

　
３
月
下
旬
ま
で
に
各
世
帯
の

郵
便
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
い
ま
す

が
、
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
人

は
、
危
機
管
理
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

ウ
ェ
ブ
版
も
公
開
し
ま
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
課

　
☎
43
・
５
２
０
３

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

３
月
に
各
世
帯
へ
配
布

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
読
み
や
す
く

親
し
ま
れ
る
広
報
紙
の
作
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



歳
入
内
訳
の
用
語
解
説

◆
自
主
財
源
（
35
・
２
％
）

　
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
市
が
独

自
で
調
達
す
る
お
金

❶
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
❷
繰
入
金
＝
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
❸
寄
附
金

＝
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
❹
諸
収
入

＝
貸
付
金
元
利
収
入
や
預
金
利
子

な
ど
❺
使
用
料
及
び
手
数
料
＝
公

共
施
設
の
使
用
料
な
ど
❻
そ
の
他

＝
分
担
金
及
び
負
担
金
、
財
産
収

入
な
ど

◆
依
存
財
源
（
64
・
８
％
）

　
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

な
ど
、
国
や
県
か
ら
市
に
入
っ
て

く
る
お
金

❶
地
方
交
付
税
＝
地
方
の
財
源
の

均
衡
を
図
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
❷
市
債
＝
事
業
を
す
る

際
に
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お
金
❸

国
庫
・
県
支
出
金
＝
事
業
に
対
す

る
国
・
県
か
ら
の
補
助
❹
地
方
消

費
税
交
付
金
＝
地
方
消
費
税
の

　一　

部
を
財
源
と
し
て
、
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
❺
地
方
譲
与
税
＝
国

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
一
律
的
に

譲
与
さ
れ
る
お
金
❻
そ
の
他
＝
法

人
事
業
税
交
付
金
な
ど
の
交
付
金

歳
出
内
訳
の
用
語
解
説

❶
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
や
少
子

化
対
策
な
ど
❷
総
務
費
＝

　一　

般
事

務
経
費
や
市
役
所
の
管
理
な
ど
❸

公
債
費
＝
借
入
金
（
市
の
借
金
）

の
返
済
金
❹
教
育
費
＝
幼
稚
園
や

小
中
学
校
の
整
備
、
文
化
・ス
ポ
ー

ツ
等
の
振
興
な
ど
❺
土
木
費
＝
道

路
や
河
川
・
公
園
の
整
備
・
管
理

な
ど
❻
衛
生
費
＝
保
健
衛
生
や
ご

み
処
理
な
ど
❼
農
林
水
産
業
費
＝

農
林
水
産
業
の
振
興
、ほ
場
整
備
、

鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
❽
商
工
費
＝

地
域
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

の
促
進
な
ど
❾
消
防
費
＝
防
災
対

策
や
市
消
防
団
に
よ
る
消
防
・
救

急
活
動
な
ど
�
議
会
費
＝
議
会
の

運
営
な
ど
�
そ
の
他
＝
労
働
費
、

諸
支
出
金
、
災
害
復
旧
費
、
予
備

費
な
ど

44

　
令
和
４
年
度
は
政
策
の
柱
で
あ
る
「
五
つ
の

行
動
」
の
さ
ら
な
る
発
展
・
深
化
に
よ
る
「
子

育
て
の
喜
び
が
見
え
る
ま
ち
」
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。「
五
つ
の
行
動
」
に
基
づ
く
事
業
の

う
ち
、「
通
学
路
な
ど
の
安
全・安
心
」「
移
住・

定
住
の
促
進
」「
観
光
振
興
の
条
件
整
備
」
に

対
し
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し
た
こ
と
に
加

え
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
取
り
組
み

に
必
要
な
事
業
費
を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
り
、

一
般
会
計
予
算
額
は
２
９
１
億
２
０
０
０
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
歳
入

　
市
税
は
、
個
人
住
民
税
に
お
い
て
前
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年

度
は
平
年
並
み
に
回
復
す
る
と
見
込
ん
だ
こ

と
に
加
え
、
固
定
資
産
税
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
減
免
・
軽
減
措
置

が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
増
額
と
な
り
、
全

体
で
は
55
億
５
４
５
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、

３
億
円
増
の
83
億
５
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
市
税
や
各
種
税
交
付
金
等

の
収
入
額
の
増
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
代
替

財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
へ
の
振
替
額
が

６
億
５
０
０
０
万
円
減
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
市
債
は
、
小
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
や

県
営
ほ
場
整
備
事
業
が
国
補
正
予
算
に
よ
り

令
和
３
年
度
に
前
倒
し
と
な
っ
た
た
め
減
額
と

な
り
、
35
億
９
５
６
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
出

　
民
生
費
は
、
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助

費
の
増
が
あ
る
一
方
で
、
私
立
認
定
こ
ど
も

園
施
設
整
備
事
業
補
助
金
や
各
特
別
会
計

繰
出
金
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
と
同
程
度
の

72
億
５
４
３
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
費
は
、
下
水
道
事
業
補
助
金
や
治
水

総
合
対
策
事
業
費
の
減
が
あ
る
一
方
で
、
グ

リ
ー
ン
ベル
ト
設
置
事
業
費
、
道
路
河
川
の
環

境
整
備
事
業
費
、
排
水
対
策
事
業
費
に
重
点

投
資
す
る
こ
と
で
29
億
５
２
５
２
万
円
と
昨

年
度
よ
り
も
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入

お
よ
び
消
費
喚
起
促
進
業
務
委
託
料
や
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
整
備
工
事
費
の
減
が
あ

る
一
方
で
、
大
鳴
門
橋
周
辺
環
境
整
備
事

業
費
や
灘
黒
岩
水
仙
郷
リ
ニュ
ー
ア
ル
事
業

費
の
増
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
大
幅
増
の

12
億
３
９
４
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令和 4 年度一般会計予算　　　 291 億 2,000 万円

歳入 291 億 2,000 万円歳出 291 億 2,000 万円

市税市税
55 億 5,450 万円55 億 5,450 万円

（19.1％）（19.1％）

県支出金
19 億 7,692 万円

（6.8％）

地方消費税交付金
10 億 5,000 万円

（3.6％）

地方譲与税　2 億 9,100 万円（1.0％）

寄付金　15 億 1,200 万円（5.2％）

諸収入　8 億 715 万円（2.8％）

繰入金　17 億 6,575 万円（6.1％）

使用料及び手数料
　　　　　4 億 4,853 万円（1.5％）

民生費民生費
72 億 5,435 万円72 億 5,435 万円

（24.9％）（24.9％）

土木費土木費
29 億 5,252 万円29 億 5,252 万円

（10.2％）（10.2％）

総務費総務費
37 億 4,559 万円37 億 4,559 万円

（12.9％）（12.9％）

公債費公債費
33 億 2,602 万円33 億 2,602 万円

（11.4％）（11.4％）

衛生費衛生費
25 億 782 万円25 億 782 万円

（8.6％）（8.6％）

教育費教育費
29 億 7,764 万円29 億 7,764 万円

（10.2％）（10.2％）

農林水産業費農林水産業費
20 億 9,369 万円20 億 9,369 万円

（7.2％）（7.2％）

商工費
12 億 3,943 万円

（4.3％）

議会費　2 億 435 万円（0.7％）

消防費　11 億 4,337 万円（3.9％）

その他　16 億 7,522 万円（5.7％）

問財務課☎43-5210

※（　）内は構成比※（　）内は構成比

令和４年度予算の
詳しい内容につい
て は 上 記 二 次 元
コードからご確認
ください。

その他　1 億 6,924 万円（0.5％）

・分担金及び負担金 1 億 974 万円
・財産収入 5,950 万円

その他　2 億 2,600 万円（0.7％）

・法人事業税交付金 5,800 万円
・環境性能割交付金 5,400 万円　など

項　目 予算額 前年度比
国民健康保険 65 億 2,747 万円 － 0.9％
後期高齢者

医療 7 億 3,670 万円 － 0.3％

介護保険 50 億　531 万円 － 1.0％

土地開発 365 万円 0.0％
産業廃棄物
最終処分 5,698 万円 － 40.7％

国民宿舎 1,836 万円 － 17.7％

下水道 58 億 4,707 万円 ＋ 14.2％

財産区４会計 2,356 万円 ＋ 51.8％

合　計 182 億 1,910 万円 ＋ 3.3％

特別・企業会計

  基金（貯金）残高の見込み
令和4年度末 市民1人当たり

一般会計 118億1,405万円 25万8,900円

特別会計 17億4,950万円 3万8,300円

企業会計 0万円 0円

合　計 135億6,355万円 29万7,200円

  市債（借金）残高の見込み
令和4年度末 市民1人当たり

一般会計 339億9,124万円 74万4,800円

特別会計 1億　381万円 2,300円

企業会計 256億　　12万円 56万　900円

合　計 596億9,517万円 130万8,000円

※市民 1 人当たりの額は、令和 4 年 2 月末住民基本台
帳人口 45,636 人で算出

一般会計歳出（性質別）
項　目 予算額 構成比
物件等 51 億 5,380 万円 17.7％

人件費 48 億　908 万円 16.5％

補助費等 47 億 3,914 万円 16.3％
普通建設
事業費 39 億 5,085 万円 13.6％

公債費 33 億 2,602 万円 11.4％

扶助費 31 億 1,830 万円 10.7％

繰出金 21 億 8,432 万円 7.5％

その他（注） 　18 億 3,849 万円 6.3％

合　計 291 億 2,000 万円 100.0％

（注）維持補修費、予備費、積立金、投資・出資・貸付金、
災害復旧事業費

国庫支出金国庫支出金
24 億 7,331 万円24 億 7,331 万円

（8.5％）（8.5％）

地方交付税地方交付税
92 億 5,000 万円92 億 5,000 万円

（31.8％）（31.8％）

依存財源
（64.8％）

自主財源
（35.2％）

市債市債
35 億 9,560 万円35 億 9,560 万円

（12.4％）（12.4％）



※写真付で事業概要をわかりやす
く説明した「事業概要説明書」
を市ホームページ
に掲載しています。
二次元コードから
ご覧ください
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令和 4 年度 主要事業～子育ての喜びが見えるまちづくり～
◆は新規事業

令和４年度主要事業～子育ての喜びが見えるまちづくり～

❶ 超高齢化社会の克服　―仕事・社会貢献活動の継続による健康寿命の伸長―

高齢者等元気活躍推進事業　　　　　1,260 万円

　シニア世代の方々が仕事や子育てで培った能力や
経験を活かし活躍する「生涯活躍社会」の実現をめ
ざします。人手不足で悩む施設での活動をポイント
化した「おもいやりポイント制度」と働きやすい環
境整備を進める「働くシニア応援プロジェクト」を
推進します。

◆奨学金返済支援事業　　　　　　　　240 万円

　地域を支える若者の生活を支援するため、南あわ
じ市に定住し、奨学金等を返済しながら働く若者に
対し、返済金の一部を補助します。

継続事業

　町ぐるみ検診事業、空き家活用推進事業など

❺「対話と行動の行政」の実現によるまちづくり　―市民と行政による協働の推進―

◆地域行事等再開応援事業　　　　　2,100 万円

　地域コミュニティを強める地域のお祭りやスポー
ツ大会などの交流事業、伝統文化活動などの地域行
事等の再開に対して補助を実施します。

継続事業

　協働のまちづくり、業務改革プロジェクト、マイ
ナンバーカード普及促進事業、ふるさと創造支援事
業、広報・ホームページ・SNSによる情報発信など

グリーンベルト設置事業　　　　　　1,800 万円

　安心・安全な通学
路を確保するため
に、学校周辺で重点
的にグリーンベルト
の設置・補修を実施
します。

❹ 安全・安心のまちづくり　―防災体制の充実―

継続事業

　災害用避難経路の整備、火葬場建設事業など

道路橋梁維持事業　　　　　　  3 億 4,420 万円

　市内道路について、地区からの要望や著しく舗装
の劣化が進んだ路線、通学路などの重点的な修繕を
実施します。

❸ 地域の資源を生かした地元産業の活性化　―食を軸とする淡路島全体の魅力向上―

継続事業

　新規就農者支援事業、漁場改良造成事業、にぎわ
いづくり事業、資源循環型産業体系構築事業、鳴門
の渦潮世界遺産登録推進事業、大鳴門橋周辺環境整
備事業、灘黒岩水仙郷リニューアル事業など

広域観光ブランディング事業　　　　2,714 万円

　新しい人の流れの創出、滞在期間の延伸による消
費額向上、持続可能な地域づくりをめざすため「鳴
門の渦潮」を中心とする観光エリアのブランディン
グを行います。

コアカリキュラム推進事業　　　　　　400 万円

　人形浄瑠璃を活用し
たコアカリキュラムを
実施し、「人とかかわる
力」「自分を見つめる力」
などの見えない学力を
伸ばします。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実　―若者に選ばれるまちづくり―

学ぶ楽しさ支援センター整備事業　1 億 5,651 万円

　「学ぶ楽しさ日本一」の拠点となる施設として旧
三原志知小学校を利用し、多種多様な教育課題別研
究の活動拠点を整備します。

継続事業

　ICT環境整備事業、中学生までの医療費無料化など

❷ 子育て環境の向上と教育の充実

❸ 地域の資源を生かした
　 地元産業の活性化

❺ 「対話と行動の行政」の
　 実現によるまちづくり❹ 安全・安心のまちづくり

「五つの行動」

　「子育ての喜びが見えるまち」の実現を目指し、政策の柱であ
る「五つの行動」に基づく事業を展開し、そのうち「通学路など
の安全・安心」「移住・定住の促進」「観光振興の条件整備」に重
点的に取り組みます。
　また、新型コロナウイルス感染症対策として、引き続き市民生
活の安全・安心確保、社会経済基盤強化、新たな価値観で生じた
需要の取り込みに対応するための事業を実施します。

令和４年度重点事業
Ⅰ．通学路などの安全・安心　10 億 7,337 万円
　グリーンベルト設置事業、交通安全施設等の充実、道路・河川
　の環境改善など

Ⅱ．移住・定住の促進　2 億 1,009 万円
　移住支援事業、空き家活用推進事業、奨学金返済支援事業など

Ⅲ．観光振興の条件整備　6 億 9,654 万円
　広域観光ブランディング事業、灘黒岩水仙郷リニューアル事業、大鳴門橋周辺環境整備事業など

新型コロナウイルス感染症対策事業
Ⅰ．安全・安心確保の取り組み　2 億 8,662 万円
　新型コロナウイルスワクチン接種、地域行事等再開応援事業、
　みんなの食堂事業など

Ⅱ．社会経済基盤強化の取り組み　2 億 649 万円
　中小企業者等企業力アップ促進事業、農畜水産物販売人材育成
　事業など

Ⅲ．新たな価値観で生じた需要の取り込み　7,435 万円
　　コワーキングスペース等利活用促進事業、起業支援及び空き家等活用支援事業など

❶ 超高齢化社会の克服



お知らせ
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問南あわじ市新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター☎ 43-5671 ／ 健康課☎ 43-5218

新型コロナワクチン接種についてお知
らせ

小
児
（
５
歳
～
11
歳
）
接
種

　
国
の
方
針
に
基
づ
き
、
小
児
（
５
歳

～
11
歳
）
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

お
子
さ
ま
へ
は
順
次
予
約
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
予
約
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者　
５
歳
～
11
歳

　
（
接
種
す
る
日
の
年
齢
）

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
、
５
～
11
歳
用

※
12
歳
以
上
の
人
向
け
の
ワ
ク
チ
ン
と

は
用
法
・
用
量
が
異
な
る
製
剤
で
す
。

３
週
間
の
間
隔
を
あ
け
て
、
合
計
２

回
接
種
し
ま
す

▽
接
種
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
よ
り
選
べ
ま
す
。

❶
市
が
準
備
す
る
会
場
で
の
集
団
接
種

❷
市
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

◆
集
団
接
種
に
つ
い
て

▽
場
所　
南
あ
わ
じ
市
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
個
別
接
種
に
つ
い
て

▽
場
所　
市
内
医
療
機
関

　

お
子
さ
ま
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
、

保
護
者
の
同
意
と
立
ち
合
い
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
効
果
と

副
反
応
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
い
た

上
で
、
接
種
の
判
断
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
子
ど
も
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
・
安
全
性
な
ど
、

詳
し
く
は
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

３
回
目
接
種
（
追
加
接
種
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
接
種
後

の
時
間
の
経
過
と
と
も
に
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
や
感
染
予
防
効
果
の
低
下
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種

の
対
象
者
は
、
18
歳
以
上
で
２
回
目
接

種
日
か
ら
、
６
カ
月
以
上
が
経
過
し
た

人
と
な
り
ま
す
。
ご
自
身
の
接
種
可
能

時
期
に
つ
い
て
は
、
送
付
さ
れ
る
案
内

文
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
接
種
券
な
ど
の
発
送

　

対
象
者
に
順
次
、
接
種
券
、
予
約
案

内
な
ど
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

▽
接
種
方
法

　
次
の
い
ず
れ
か
よ
り
選
べ
ま
す
。

❶
市
が
準
備
す
る
会
場
で
の
集
団
接
種

❷
市
内
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種

◆
集
団
接
種
に
つ
い
て

▽
場
所　

南
あ
わ
じ
市
保
健
セ
ン
タ

ー
、湊
地
区
公
民
館
、中
央
公
民
館
、

福
良
地
区
公
民
館

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

◆
個
別
接
種
に
つ
い
て

▽
場
所　
市
内
医
療
機
関

▽
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン
ま
た
は

武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

※
翠
鳳
第 

一 

病
院
、
中
林
病
院
、
八

木
病
院
、
平
成
病
院
、
南
淡
路
病

院
で
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
武
田
／

モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
と
な
り
、

そ
の
他
医
療
機
関
で
使
用
す
る
ワ
ク

チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
案
内
文
書
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

１
回
目
接
種
・
２
回
目
接
種
の

予
約
受
付

　
引
き
続
き
、
満
12
歳
以
上
の
人
の
予

約
を
受
付
し
て
い
ま
す
。
予
約
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

•
接
種
を
受
け
る
か
ど
う
か
の
判
断

は
本
人
の
意
思
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

病
気
や
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
身
体
的
な

理
由
で
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
人
も
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
尊
重
し
ま
し
ょ
う
。

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ワ

ク
チ
ン
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
が
流
れ
て
い
ま
す
。
根
拠
の
な

い
情
報
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
国
や
県
、

市
が
発
信
す
る
正
確
な
情
報
に
基

づ
き
、
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
接
種
に
伴
う
効
果
お
よ
び
リ
ス
ク

な
ど
の
詳
細
は
、
厚
生
労
働
省
「
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
Ｑ
＆
Ａ
」
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

市ホームページ

事業復活支援金
問申請者専用相談窓口
　☎ 0120-789-140

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

大
き
な
影
響
を
受
け
る
事
業
者
に
対
し

て
、
事
業
規
模
に
応
じ
た
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
❶
❷
の
要
件
を
す
べ
て

を
満
た
す
事
業
者
❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
事
業

者
❷
２
０
２
１
年
11
月
～
２
０
２
２
年

3
月
の
い
ず
れ
か
の
月
の
売
上
高
が
、

２
０
１
８
年
11
月
～
２
０
２
１
年
3
月

の
間
の
任
意
の
同
じ
月
の
売
上
高
と
比

較
し
て
50
％
以
上
ま
た
は
30
％
以
上

案内

50
％
未
満
減
少
し
た
事
業
者

※
業
種
は
問
い
ま
せ
ん
。
商
工
業
、
観
光

業
、
農
業
、
漁
業
な
ど
の
事
業
者
も
対

象
と
な
り
ま
す

給
付
額　
最
大
で
法
人
は
２
５
０
万
円
、

個
人
事
業
主
は
50
万
円

※
売
上
高
お
よ
び
売
上
高
の
減
少
率
な
ど

に
よ
っ
て
給
付
額
の
上
限
が
あ
り
ま
す

申
請
期
限　
５
月
31
日
（
火
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
将
来

の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
若
者
を
応
援
し
、
南
あ
わ

じ
市
と
の
つ
な
が
り
や
郷
土
愛
を
深
め
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
す
る
た
め
に
特
産
品
を
お
送
り
し
ま
す
。

対
象
者
の
要
件

•
申
請
日
時
点
で
、住
民
票
の
異
動
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、日
本
国
内
か
つ
淡
路
島
外
に
居
住
し
て
い
る
人

•
４
月
１
日
時
点
で
18
歳（
平
成
15
年
４
月
２
日
～

平
成
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
人 

な
ど

※
前
年
度
の
対
象
者（
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平
成

15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）で
申
請
し
て
い
な
い
人
も

対
象
と
な
り
ま
す

申
請
方
法　
電
子
申
請
ま
た
は
郵
送

お
届
け
す
る
特
産
品　
南
あ
わ
じ
市
特
産
物
通
販
サ

イ
ト
か
ら
、ご
自
身
で
特
産
物
を
選
択
。後
日
、対

象
者
の
居
住
地
へ
お
送
り
し
ま
す
。

※
詳
し
い
要
件
や
申
請
方
法
等
に
つ
い

て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
対
応
と

し
て
、

❶
臨
時
休
業
等
を
し
た
小
学
校
等
に
通
う
子
ど
も

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
子
ど
も
（
風

邪
症
状
等
も
含
む
）

の
世
話
を
保
護
者
と
し
て
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ

た
労
働
者
に
、
年
次
有
給
休
暇
と
は
別
に
有
給
休
暇

を
取
得
さ
せ
た
事
業
主
を
対
象
と
し
た
助
成
金
が
あ

り
ま
す
。（
別
途
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
支
援
も
あ
り
ま
す
）

※
対
象
期
間
や
条
件
、助
成
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

若者ふるさと応援便
島外で頑張る若者へ特産品をお届け

問ふるさと創生課☎ 43-5205

お知
らせ

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

　
新
生
児
の
母
親
・
妊
婦
に
一
時
金
を
支

給
し
ま
す
。

新
生
児
応
援
給
付
金

▽
支
給
対
象
者　
次
の
❶
～
❸
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
人
❶
出
産
時
・
申
請
時

に
南
あ
わ
じ
市
民
の
人
❷
令
和
２
年
４

月
28
日
か
ら
令
和
４
年
12
月
31
日
ま
で

に
出
生
し
た
新
生
児
の
母
親
❸
後
述
の

「
妊
婦
応
援
給
付
金
」
等
の
交
付
を
受

け
て
い
な
い

▽
給
付
額　
新
生
児 一 

人
に
つ
き
10
万
円

▽
申
請
方
法　
出
生
届
の
提
出
時
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

妊
婦
応
援
給
付
金

▽
支
給
対
象
者　
次
の
❶
❷
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
❶
申
請
日
お
よ
び
令
和

４
年
12
月
31
日
時
点
で
南
あ
わ
じ
市

民
か
つ
妊
婦
の
人
❷
令
和
５
年
１
月
31

日
ま
で
に
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受

お知
らせ

期間延長！「コロナに負けるな」
ゆめるんベイビー応援給付金

問子育てゆめるん課☎ 43-5219

け
、
令
和
５
年
１
月
１
日
以
降
に
出
産

予
定
の
妊
婦

▽
給
付
額　

出
産
予
定
の
新
生
児 

一 

人
に

つ
き
５
万
円

※
対
象
者
に
は
令
和
５
年
１
月
下
旬
に
案

内
文
を
送
付
し
ま
す

妊
婦
応
援
給
付
金
（
追
加
支
給
）

▽
支
給
対
象
者　
次
の
❶
❷
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
❶
出
産
時
・
申
請
時
に

南
あ
わ
じ
市
民
の
人
❷
令
和
３
年
12
月

31
日
時
点
で
妊
婦
で
、
対
象
と
な
る
新

生
児
に
係
る
「
妊
婦
応
援
給
付
金
」
を

受
け
た
人

▽
給
付
額　
新
生
児 一 

人
に
つ
き
5
万
円

※
対
象
者
に
は
３
月
に
案
内
文
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
出
生
届
の
提
出
時
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

事業主の皆さんへ
小学校休業等対応助成金
問同コールセンター
　☎ 0120-60-3999

案内



お知らせ

2022.4.1発行1111 1010

　南あわじ市の子どもの成長を見守っています。
「できた！」の達成感で楽しく学べる。
●お近くの教室をお訪ねください。
広　田 ／ 火 ・ 金　　 榎　列 ／ 月 ・ 木
松　帆 ／ 火 ・ 金 　　　湊 　／ 月 ・ 木
　市　 ／ 火 ・ 木 　　阿　万 ／ 火 ・ 金
賀　集 ／ 月 ・ 木 　　福　良 ／ 月 ・ 木

教室見学 受付中！

詳しくはこちらを！

　
洲
本
土
地
改
良
事
務
所
に
よ
り

実
施
さ
れ
て
い
た
広
域
農
道
「
オ

ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
」
の
阿
万
上
町
工

区
と
上
八
木
工
区
の
工
事
が
完
成

し
、
４
月
９
日
（
土
）
正
午
か
ら

供
用
を
開
始
し
ま
す
。
昨
年
度
ま

で
の
供
用
済
み
区
間
も
含
め
、
阿

万
上
町
か
ら
洲
本
市
池
田
ま
で
の

約
15
・
８
㌔
が
通
行
可
能
と
な

り
、
南
あ
わ
じ
市
区
間
は
全
て
開

通
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
開
通
で
、
市
道
立

石
社
家
線
、
市
道
鳥
井
馬
回
線
、

広域農道「オニオンロード」（南あわじ市区間）が開通
問農地整備課☎43-5225

※鮎屋夢大橋より洲本市側は接続道路が狭小なため、県道畑田組
栄町線で左折してください

お知
らせ

市
道
茶
屋
池
線
の
交
差
点
で
、
優

先
（ 

一 

旦
停
止
）
が
変
更
と
な
っ

て
い
ま
す
。
通
行
の
際
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

オ
ニ
オ
ン
ロ
ー
ド
は
阿
万
上
町

か
ら
洲
本
市
千
草
ま
で
を
結
ぶ
全

長
17
・
５
㌔
の
広
域
農
道
で
す
。

農
業
生
産
基
盤
と
生
活
環
境
基
盤

の
両
面
で
利
便
性
や
安
全
性
の
向

上
を
図
る
目
的
で
兵
庫
県
が
整
備

を
進
め
て
お
り
、
全
線
開
通
は
令

和
５
年
度
の
予
定
で
す
。

オニオンロードの供用区間
　
滞
納
処
分
を
行
っ
た
不
動
産
を

公
売
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
掲
示
板

の
公
売
公
告
兼
見
積

価
額
公
告
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

不
動
産
❶

▽
所
在
地　
阿
万
上
町
１
２
７
８

番
１
（
田
、
６
１
８
・
０
㎡
）

▽
見
積
価
額　
39
万
円

▽
公
売
保
証
金　
４
万
円

不
動
産
❷

▽
所
在
地　
阿
万
上
町
１
２
８
３

番
１
（
田
、
１
５
７
・
０
㎡
）

▽
見
積
価
額　
10
万
円

▽
公
売
保
証
金　
１
万
円

不
動
産
❸　

▽
所
在
地　
阿
万
上
町
２
０
５
７

番
（
田
、
３
４
４
・
０
㎡
）

▽
見
積
価
額　
23
万
円

▽
公
売
保
証
金　
３
万
円

公
売
日
時　
５
月
30
日
（
月
）

▽
不
動
産
❶　
午
前
９
時
30
分
～

▽
不
動
産
❷　
午
前
11
時
～

▽
不
動
産
❸　
午
後
２
時
～

公
売
場
所　
市
役
所
本
館
3
階

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
物
件

不
動
産
❹

▽
所
在
地　
阿
万
上
町
３
７
５
番

５
、３
７
６
番
８
、３
７
６
番
９

（
宅
地
、
59
・
94
㎡
）

　
令
和
３
年
度
は
固
定
資
産
の
評

価
替
え
が
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
状
況
を
踏
ま
え
た
特
例
措

置
に
よ
り
、
令
和
３
年
度
に
限
り

評
価
額
が
上
昇
し
た
土
地
の
税
額

が
据
え
置
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
特
例
措
置
の
対
象
と
な
っ

た
土
地
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度

の
評
価
額
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
令
和
３
年
度
の
納
税
通
知
書

を
受
け
た
日
後
15
月
を
経
過
す
る

ま
で
の
間
に
、
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
に
対
し
審
査
申
出
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不動産を公売します

固定資産（土地）の評価額
審査申出の特例

お知
らせ

お知
らせ

問税務課☎43-5213

問税務課☎43-5213

▽
見
積
価
額　
47
万
円

▽
公
売
保
証
金　
５
万
円

公
売
日
時

▽
参
加
申
込

　
４
月
19
日
（
火
）
午
後
１
時
～

５
月
10
日
（
火
）
午
後
11
時

▽
入
札

　
５
月
17
日
（
火
）
午
後
１
時
～

24
日
（
火
）
午
後
１
時

公
売
場
所

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｋ
Ｓ
Ｉ

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

※
市
税
の
完
納
等
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
不
動
産
❶
～
❸
に
つ
い
て
は
、

参
加
に
必
要
な
「
農
地
買
受
適

格
証
明
書
」は
５
月
６
日（
金
）

ま
で
に
農
業
委
員
会
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
の
必

要
書
類
等
は
、
事
前
に
税
務
課

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

入会説明会のご案内
日時　❶ 4 月 13 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 4 月 27 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

　
令
和
４
年
度
固
定
資
産
税
帳
簿

の
縦
覧
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

縦
覧
の
期
間

　
５
月
31
日
（
火
）
ま
で

※
土
日
祝
日
除
く

対
象
帳
簿

　
❶
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
で
き
る
人

　
土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者

令和 4 年度固定資産税
帳簿の縦覧について

問税務課☎ 43-5213

お知
らせ寄付ありがとう寄付ありがとう

ございますございます

　福良不動講代表の内海信太朗（覚信）さ
んより、１月５日の寒の入り～２月 3日寒
の明けまでの寒行（各信者宅を托鉢）の浄
財の寄付がありました。市民福祉の向上の
ために活用させていただきます。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
を
対

象
に
、
防
災
訓
練
や
防
災
資
機
材

の
購
入
な
ど
に
関
す
る
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
防
災

力
を
高
め
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
て
い

な
い
地
域
は
、
組
織
を
結
成
し
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

対
象
事
業　
防
災
資
機
材
や
備
蓄

食
料
の
購
入
、防
災
訓
練
•
防

災
学
習
会
に
か
か
る
費
用
な
ど

補
助
率　
80
％

※
世
帯
数
に
よ
り
上
限
あ
り

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く

か
、お
問
合
せ
く

だ
さ
い

自主防災組織育成事業補助金
問危機管理課☎ 43-5203

お知
らせ

工事が完成した八木工区

公売物件❶

公売物件❷

公売物件❸

公売物件❹
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令和４年度国民年金保険料 ◆
第
１
号
被
保
険
者
保
険
料

　
１
万
６
５
９
０
円

　
国
民
年
金
保
険
料
額
の
変
更

に
伴
い
前
納
の
保
険
料
額
も
変

わ
り
ま
す
。

◆
前
納
の
申
込
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
６
カ
月
（
４

～
９
月
分
）、
１
年
お
よ
び
２

年
前
納
の
申
込
期
限
は
、
前

年
度
の
２
月
末
ま
で
に
金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
届
出

が
必
要
で
す
。（
６
カ
月
前
納

（
10
月
～
翌
年
３
月
分
）
は
当

年
８
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
）

　
現
金
納
付
に
よ
る
前
納
の
申

込
は
、
４
月
中
で
あ
れ
ば
手
続

き
可
能
で
す
。

◆
納
付
方
法
に
つ
い
て

　
６
カ
月
分
（
４
月
～
９
月
）、

１
年
分
、
２
年
分
の
現
金
前
納

の
お
支
払
い
は
５
月
２
日
ま
で

で
す
。
ま
た
、
６
カ
月
分
（
10

月
～
翌
年
３
月
）
の
現
金
前

納
の
お
支
払
い
は
10
月
31
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
窓
口
に
て
、
前
納

用
の
納
付
書
を
添
え
て
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
保
険

料
額
が
30
万
円
を
超
え
る
納
付

書
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ
ん
。

◆
20
歳
に
な
ら
れ
た
人
へ

　

20
歳
以
上
の
人
は
国
民
年

金
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
制
度
の
詳
細
は
日
本
年
金

機
構
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

令和４年度の国民年金保険料
問ねんきんダイヤル☎ 0570-05-1165

お知
らせ

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 2年分
月々の現金払い 16,590円 99,540円 199,080円 ※397,320円

前
　
納

現金・
クレジット － 98,730円 195,550円 382,780円

口座振替 16,540円
（早割） 98,410円 194,910円 381,530円

※令和 5 年度の保険料を 16,520 円で算出（16,590 円× 12 月＋ 16,520 円× 12 月＝ 397,320 円）

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

狂犬病予防注射の日程
問環境課☎ 43-5214

お知
らせ

地域 日 場所 時間

三 

原

12 日
（火）

旧 JA 榎列倭文出張所前  8:30～ 9:00
榎列公民館  9:20～10:10
小榎列集落センター 10:30～11:10
市地区公民館駐車場 11:30～12:10

13 日
（水）

國衙旧国道鎮守神社  8:30～ 9:00
神代八幡神社（神稲）  9:20～ 9:50
神代地区公民館 10:10～10:40
浦壁公会堂 11:00～11:30
健康広場駐車場 11:50～12:20

14 日
（木）

寺内公会堂  8:30～ 9:10
上八木公会堂  9:30～10:00
八木地区公民館公園前駐車場 10:20～10:40
野原消防屯所前 11:00～11:30
市徳長公会堂 11:50～12:10

20 日
（水） 旧三原志知小学校前  8:30～ 9:00

22 日
（金） 掃守公会堂 11:50～12:20

日 場所 時間
17 日（日） 南あわじ市役所前駐車場  9:00～12:00

地域 日 場所 時間

南 

淡

15 日
（金）

阿万体育館 8:30～  9:10
阿万西町海水浴場   9:30～10:20
灘いきがい創造センター 10:50～11:10
沼島総合センター 12:20～12:55
灘地区公民館 14:30～15:00

18 日
（月）

阿万地区公民館 8:30～  9:10
稲田荘   9:30～  9:55
大日寺 10:15～10:50
北阿万地区公民館 11:10～11:40
伊賀野コミュニティセンター 12:00～12:30

19 日
（火）

潮美台コミュニティセンター前 8:30～  9:20
仁尾荘   9:40～10:10
波止の浜公園 10:30～11:15
福良地区公民館駐車場 11:30～12:15

20 日
（水）

賀集八幡神社だんじり置場 9:20～10:00
賀集地区公民館駐車場 10:20～11:10
生子神社 11:30～12:15

地域 日 場所 時間

緑

21 日
（木）

山添公会堂 8:30～  9:00
広田地区公民館   9:20～  9:50
緑老人福祉センター 10:10～11:00
中筋公会堂 11:20～12:10

22 日
（金）

土井集落センター 8:30～  9:00
神道公会堂 9:20～  9:50
倭文公民館 10:10～10:40
安心コミュニティプラザ長田 11:00～11:30

地域 日 場所 時間

西 

淡

８日
（金）

日光寺前   8:30～  9:00
慶野コミュニティプラザ   9:20～  9:50
松帆活性化センター 10:10～10:40
湊地区公民館 11:00～11:40
志知奥公会堂 12:00～12:20

11 日
（月）

西淡グラウンド   8:30～ 9:00
南あわじ漁協（旧丸山漁協） 9:20～  9:40
南あわじ漁協（旧阿那賀漁協） 10:00～10:20
JA 伊加利阿那賀支所前 10:40～11:10
西淡志知公民館 11:30～12:00

●登録済みの犬　注射料金は 3,300 円
●登録のない犬　登録・注射料金は 6,300 円
※登録は犬ごとに行います
※登録変更があれば届けてください

【集合注射の料金案内】

　狂犬病予防注射を4月に次の日程で実施します。ま
た、未登録の犬は登録を併せて行います。
　飼い主は生後 91 日以上を経過した飼い犬を登録す
ることと、年 1 回狂犬病予防注射を受けさせることが
狂犬病予防法により、義務づけられています。
※新型コロナウイルス感染症の影響で中止する
場合があります。最新情報は市ホームページ
でご確認ください

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
技
能
検
査

　
一 

定
の
交
通
違
反
歴
が
あ
る
75
歳
以
上
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
運
転
技
能
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
す
。
検
査
に
合
格
し
な
け
れ
ば
免
許

証
の
更
新
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
対
象
者　
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
免
許
保
有
者
で
起
点
日
（
免

許
有
効
期
限
の
直
前
の
誕
生
日
か
ら

１
６
０
日
前
）
か
ら
過
去
３
年
間
に
、
信

号
無
視
な
ど
の
違
反
歴
が
あ
る
人

※
10
月
12
日
以
降
に
誕
生
日
を
迎
え
る
人
が

対
象
に
な
り
ま
す

▽
対
象
と
な
る
違
反
行
為　
❶
信
号
無
視
❷

通
行
区
分
違
反
❸
通
行
帯
違
反
❹
速
度

超
過
❺
横
断
等
禁
止
違
反
❻
踏
切
不
停

止
等
・
遮
断
踏
切
立
入
り
❼
交
差
点
右
左

折
方
法
違
反
等
❽
交
差
点
安
全
進
行
義

務
違
反
❾
横
断
歩
行
者
等
妨
害
等
❿
安

全
運
転
義
務
違
反
⓫
携
帯
電
話
使
用
等

▽
受
検
期
間　
免
許
有
効
期
限
の
６
カ
月
前

か
ら
何
度
で
も
受
検
可
能

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
に
限
定
し
た
免
許

　
申
請
に
よ
り
、
対
象
車
両
を
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
に
限
定
す
る
条
件
付
免
許
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
転
に
不
安
を
覚
え

る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
、
免
許
証
の
返
納

だ
け
で
な
く
、
よ
り
安
全
な
自
動
車
に
限
っ

て
運
転
す
る
と
い
う
選
択
肢
を
設
け
ま
す
。

▽
対
象
車
両　
❶
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

（
対
車
両
、
対
歩
行
者
）
❷
ペ
ダ
ル
踏
み

間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置

※
対
象
車
両
の
詳
細
は
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定

75 歳以上の運転技能検査・安全運転サポート車の限定免許
改正道路交通法が５月 13 日施行

案内
問県警察本部運転免許課高齢運転者等支援室☎ 078-912-1628
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南
あ
わ
じ
市
男
女
共
同
参
画

の
策
定
お
よ
び
推
進
に
必
要
な

事
項
を
調
査・審
議
す
る
た
め
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人
程
度

任
期　
６
月
～
令
和
５
年
３
月

（
予
定
）

会
議
の
開
催　
計
４
回
程
度

報
酬　
８
０
０
０
円
（
日
額
）

応
募
資
格　
次
の
❶
～
❺
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
す
人
❶
市

内
に
居
住
ま
た
は
市
内
の
事

業
所
に
勤
務
す
る
人
で
、
平

日
の
昼
間
の
会
議
に
出
席
で

き
る
❷
市
議
会
議
員
、
市
職

員
で
な
い
❸
同
公
募
委
員
の

未
経
験
者
❹
市
の
他
の
附
属

機
関
の
公
募
委
員
で
な
い
❺

暴
力
団
員
等
で
な
い

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
８
０
０
字
以

内
の
小
論
文
（
テ
ー
マ
：
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け

て
必
要
な
こ
と
）
を
添
え
て

ふ
る
さ
と
創
生
課
へ
持
参
、

郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

応
募
期
限　

４
月
28
日
（
木
）

午
後
５
時
（
必
着
）

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

男女共同参画計画策定
委員会の委員募集

問ふるさと創生課☎ 43-5205

募集

　
淡
路
瓦
を
使
用
し
た
個
人
住
宅

の
新
築
・
改
築
を
し
た
建
築
主
に

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
要
件

•
新
築
・
改
築
後
２
年
以
内

•
屋
根
工
事
面
積
が
20
㎡
以
上
の

住
宅
で
、
葺
き
替
え
の
場
合
は

瓦
使
用
部
分
の
80
％
以
上
を
葺

き
替
え

•
屋
根
の
主
た
る
部
分
に
淡
路
瓦

を
使
用
し
て
い
る　
な
ど

申
請
期
限　
新
築
、
増
築
も
し
く

は
葺
き
替
え
に
伴
う
屋
根
工
事

の
完
了
後
２
年
以
内

※
交
付
金
額
は
、
屋
根
工
事
面
積

問商工観光課☎ 43-5221

淡路瓦を使用した住宅等に
奨励金を交付しますお知

らせ

等
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

◆
奨
励
金
の
拡
充
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
度
か
ら
は
屋
根
工
事

奨
励
金
を
受
け
た
人
に
は
、
淡
路

瓦
を
利
用
し
た
敷
地
内
工
事
（
内

装
、
外
装
、
外
壁
、
外
構
）
も
補

助
し
ま
す
。

　
ま
た
、
集
合
住
宅
や
店
舗
等
に

も
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
交
付

金
額
や
要
件
等
は
個
人
住
宅
の
場

合
と
異
な
り
ま
す
。

※
交
付
要
件
や
申
請
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

　
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
公
的
な

接
種
と
し
て
受
け
る
機
会
が
な

く
、
抗
体
保
有
率
が
他
の
世
代
に

比
べ
て
低
い
（
約
80
％
）
世
代
の

男
性
は
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
の
期
間
に
限
り
、
抗
体
検
査
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
期
間
が
３
年
間
延
長
と
な
り
ま

し
た
）。

　
対
象
と
な
る
人
は
、
お
手
元
に

あ
る
ク
ー
ポ
ン
券
で
抗
体
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。検
査
の
結
果
、

抗
体
が
足
り
な
い
人
は
予
防
接
種

を
受
け
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
に
お
送
り
し
た

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
有
効
期
限
が
令

和
４
年
３
月
以
前
の
も
の
で
も
、

令
和
５
年
３
月
ま
で
利
用
可
能
で

す
。

　
風
し
ん
の
抗
体
検
査
は
町
ぐ
る

み
健
診
で
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
当
日
に

風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
票
と
ク
ー

ポ
ン
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
勤
め
先
の
事
業
所
健
診
で
の
検

査
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
各
事

業
所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

対
象
者　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～

昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性

費
用　
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
と

も
無
料

風しんの抗体検査・
定期予防接種（期間延長）

問健康課☎43-5218

お知
らせ

60 歳以上の皆さまへ
ますます元気に、いきいき活躍！

気分転換や
運動になる

・

・生活に張りが
出る

クラフト作業の材料集め 花壇の手入れ

高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
制
度
の
説
明
や
相
談
、
新
規
登
録
に
関

す
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
興
味

が
あ
る
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

み
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
22
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階
会
議
室

※
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す

◆
生
涯
活
躍
推
進
室
で
も
随
時
相
談
受
付

や
説
明
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
生
涯
活
躍
推
進
室

　
☎
43
・
５
２
４
４

　
新
製
品
お
よ
び
新
技
術
の
開
発

等
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
開
発

に
要
す
る
経
費
の
補
助
を
行
い
ま

す
。

対
象
者　
次
の
❶
～
❹
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
す
人
❶
市
内
事
業

者
で
あ
る
こ
と
❷
市
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
❸
過
去
に
当
事
業

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
❹
暴
力
団
員
等
で
な
い

補
助
内
容　
補
助
対
象
経
費
の
合

計
額
の
２
分
の
１
以
内

※
上
限
１
０
０
万
円
（
１
０
０
０

円
未
満
は
切
捨
て
）

申
請
締
切　
５
月
31
日
（
火
）

新製品や新技術の
開発に補助お知

らせ

区　分 内　　　容

1 機械工具費 機械装置の購入、製造、改造、借用、修繕または
据付等に要する経費

2 技術指導費 大学等から技術指導を受けるために必要な経費

3 特許等取得費 開発した新技術等の特許等の取得に要する経費

4 委託費
設計、加工、デザイン、試験等や新製品等の市場
ニーズ調査等開発に必要な事項の一部を委託する
ために要する経費

5 資材・原材料費 新製品・新技術開発に必要な資材、原材料費

問商工観光課☎ 43-5221

補助対象経費（対象経費の合計額は20万円以上であること）

　
市
内
で
実
施
さ
れ
る
「
地
域
づ

く
り
活
動
」や「
創
業
支
援
事
業
」

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ

と
納
税
制
度
の
「
ガ
バ
メ
ン
ト
・

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
に

よ
り
調
達
し
た
「
寄
附
金
」
を
活

用
し
、
認
定
を
受
け
た
事
業
を
支

援
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
４
月
５
日
（
火
）
～
28
日
（
木
）

対
象
事
業　
❶
地
域
づ
く
り
事
業

❷
創
業
支
援
事
業

対
象
者　
❶
市
内
に
住
所
を
有
す

る
団
体
❷
市
内
に
住
所
を
有

す
る
個
人
ま
た
は
団
体

補
助
金
額　
上
限
２
５
０
万
円

※
補
助
率
は
❶
１
０
０
％
❷
50
％

事
業
実
施
期
間　
補
助
金
交
付
決

定
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で

※
応
募
方
法
や
要
件
な
ど
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
４
月

５
日
か
ら
公
開
）
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

募集
ふるさと創造支援事業
の募集

問ふるさと創生課☎ 43-5205

　
市
立
図
書
館
特
定
天
井
等
改

修
工
事
が
３
月
に
完
了
し
ま
し

た
。
巨
大
地
震
に
よ
る
天
井
の

崩
落
を
防
ぐ
工
事
の
ほ
か
、
空

調
設
備
や
照
明
設
備
、
児
童

開
架
室
の
親
子
用
ト
イ
レ
な
ど

の
改
修
も
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
よ
り
開
架
室
が
明
る
く
な

り
、
本
が
読
み
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

安
全
で
快
適
に
な
っ
た
図
書

館
に
気
軽
に
足
を
運
ん
で
、
読

書
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

市立図書館
改修工事が完了お知

らせ
問市立図書館☎ 53-0234

天井等の改修工事が完了した市立図書館

会計年度任用職員の募集
一般事務員（日直員・パート）
業務内容　土曜日・祝日・年末年始の市役所日直業務（電

話対応、戸籍の受付など）

勤務時間　午前 8時 30分～午後 5時 15分（１日 7

時間45分、月2回程度※要相談）

要件　高校卒業以上、普通自動車運転免許

募集人数　若干名

賃金　時給928円

申込方法　履歴書に写真を貼り、運転免許証の写しを添

えて申込先へ持参または郵送

申込期間　4月 13日（水）午後5時まで

申込先・問合せ　総務課☎43-5001

※保険・選考方法等はお問合せください

※（パート）はパートタイム会計年度任用職員の略
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が
、
市
内
に
所
有
す
る
不
動
産
を

売
却
し
ま
す
。

▽
所
在
地　

松
帆
古
津
路
字
西

原
１
０
０
８
︱
２（
雑
種
地
、

１
９
２
０
㎡
）

※
現
地
内
覧
会
は
実
施
し
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
、
同
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
同
組
合
医
療
保
健
課

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
０
３
１
１

協
会
け
ん
ぽ
兵
庫
支
部

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

　

令
和
４
年
度
の
協
会
け
ん
ぽ
の

保
険
料
率
が
、３
月
分（
４
月
納
付

分
）よ
り
改
定
と
な
り
ま
す
。

▽
変
更
後
保
険
料
率

・
健
康
保
険　

10
・
13
％

　
（
３
月
納
付
分
ま
で
10
・
24
％
）

・
介
護
保
険　

１
・
64
％

　
（
３
月
納
付
分
ま
で
１
・
80
％
）

問
協
会
け
ん
ぽ
兵
庫
支
部

☎
０
７
８
・
２
５
２
・
８
７
０
１

樋
口
季
一
郎「
国
生
の
塾
」開
講

▽
演
題　

古
事
記
と
旧
約
聖
書

▽
内
容　

基
調
講
演
、セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　

５
月
15
日（
日
）

午
後
２
時
～
４
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
参
加
費　

１
０
０
０
円

▽
定
員　

30
人

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

国
生
の
塾（
出
田
）

☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

※
振
込
み
の
場
合
は
、事
前
に
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

自
衛
官
の
募
集

▽
募
集
種
目　

❶
幹
部
候
補
生
❷

医
科
・
歯
科
幹
部
❸
技
術
海
上

幹
部
・
技
術
航
空
幹
部
❹
技
術

海
曹
・
技
術
空
曹
❺
一
般
曹
候

補
生
❻
自
衛
官
候
補
生
❼
予

備
自
衛
官
補

▽
応
募
資
格　

❶【
一
般
・
大
卒
程

度
】22
歳
以
上
26
歳
未
満（
大
卒

（
見
込
含
）は
20
歳
以
上
22
歳

未
満
の
人
、修
士
課
程
修
了
者

等（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
の

人
）【
一
般
・
院
卒
者
】20
歳
以

上
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修

了
者
等（
見
込
含
）【
歯
科
】20

歳
以
上
30
歳
未
満
で
専
門
の
大

卒（
見
込
含
）【
薬
剤
科
】20
歳

以
上
28
歳
未
満
で
専
門
の
大
卒

（
見
込
含
）❷
医
師
・
歯
科
医

師
の
免
許
取
得
者
❸
大
卒
以
上

で
応
募
資
格
に
定
め
ら
れ
た
学

部
・
専
攻
学
科
等
を
卒
業
後
、２

年
以
上
の
業
務
経
験
の
あ
る
人

❹
20
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

取
得
者
等
❺
18
歳
以
上
33
歳

未
満（
32
歳
は
、採
用
予
定
月
の

末
日
現
在
、33
歳
に
達
し
て
い

な
い
人
）❻
18
歳
以
上
33
歳
未
満

（
32
歳
は
、採
用
予
定
月
の
1

日
か
ら
起
算
し
て
3
月
に
達
す

▽
申
込
期
間　

５
月
23
日（
月
）～

６
月
10
日（
金
）

※
別
日
程
で
島
外
開
催
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
初
心
者
講
習
会

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
す
る
人

を
対
象
に
し
た
初
心
者
講
習
会
も

開
催
し
ま
す
。
日
時
、
場
所
は
５

月
上
旬
に
県
猟
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

問
（
試
験
）
淡
路
県
民
局
森
林
課

☎
26
・
２
１
０
４

（
講
習
会
）
県
猟
友
会

☎
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７

合
同
就
農
相
談
会

▽
日
程　

５
月
11
日（
水
）

▽
場
所　

市
役
所
本
館

▽
申
込
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

掲
載
の
就
農
相
談
シ
ー
ト
に

記
入
の
う
え
メ
ー
ル
で
提
出

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害

救
護
・
医
療
救
護
活
動
の
た
め
、

活
動
資
金
を
随
時
受
付
し
て
い
ま

す
。

▽
納
入
方
法　

福
祉
課
窓
口

　

へ　

資

金
を
持
参
ま
た
は
指
定
口
座
に

16 16 1717

２
万
５
４
０
０
円
～
５
万
円（
共

益
費
別
途
）、駐
車
料
金
１
台
に

つ
き
月
額
２
５
０
０
円

※
現
在
の
応
募
状
況
に
つ
い
て
は

建
設
課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

令
和
４
年
度
公
民
館
講
座

受
講
生
の
募
集

▽
申
込
方
法　

各
公
民
館
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、各
公
民
館

に
提
出（
電
話
申
込
不
可
）

▽
申
込
締
切　

４
月
11
日（
月
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
、各
公
民
館
に
あ
る

チ
ラ
シ（
３
月
24
日
に
新
聞
折

込
）ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

令
和
４
年
度
高
齢
者
大
学

う
ず
し
お
学
園
受
講
生
の
募
集

▽
内
容　

毎
月
１
回
の
教
養
講
座
、

ス
ポ
ー
ツ
・パ
ソ
コ
ン
・
歴
史
探
訪

な
ど
７
種
類
の
ク
ラ
ブ
活
動

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
福
良
住
宅（
福
良
）

１
戸
、２
０
２
号
、３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、平
成
24
年
度
建

築
。家
賃
月
額
２
万
６
３
０
０

円
～
５
万
１
７
０
０
円（
共
益

費
別
途
）、駐
車
料
金
１
台
に
つ

き
月
額
２
５
０
０
円（
屋
根
付

き
５
０
０
０
円
）

◇
受
付
期
間　

４
月
１
日（
金
）～

15
日（
金
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

４
月
25
日（
月
）

市
役
所
本
館
１
階

▽【
随
時
】さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

１
戸
、し
だ
れ
棟
３
‐
２
号
、

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
平

成
10
年
度
建
築
。家
賃
月
額

▽
期
間　

５
月
～
翌
年
３
月
の
第

３
土
曜
日
、午
後
１
時
30
分
～

（
計
10
回
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

▽
対
象　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

各
公
民
館
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、受
講
料
を

添
え
て
中
央
公
民
館
へ
提
出

▽
申
込
締
切　

４
月
13
日（
水
）

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

令
和
４
年
度

児
童
館
ク
ラ
ブ
員
の
募
集

▽
ク
ラ
ブ
名　

❶
お
絵
か
き
ク
ラ

ブ
❷
茶
道
ク
ラ
ブ

▽
日
時　

❶
毎
週
火
曜
日
ま
た
は

水
曜
日
❷
毎
週
木
曜
日

▽
対
象　

❶
❷
小
学
校
全
学
年

▽
材
料
費（
年
間
）　

❶
８
０
０
円

❷
１
５
０
０
円

※
不
足
し
た
場
合
は
追
加
徴
収

※
筆
記
用
具
等
の
持
参
が
必
要
。

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

※
申
込
多
数
の
場
合
、お
断
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
児
童
館
☎
52
・
３
９
９
９

「
南
あ
わ
じ
市
新
火
葬
場
」

施
設
名
称
募
集

　

新
火
葬
場
の
建
設
に
伴
い
、
施

設
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
人

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
環

境
課
へ
持
参
、郵
送
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
て
提
出

▽
応
募
期
限　

５
月
20
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

緑
霊
苑
墓
地
使
用
者
募
集

▽
使
用
者
の
資
格　

市
に
申
請
前

６
カ
月
以
上
住
所
が
あ
る
人
ま

た
は
市
に
本
籍
あ
る
い
は
墓
地

を
有
す
る
人

※
市
税
の
滞
納
者
は
申
込
不
可

▽
区
画　

菊
聖
地
︲
27
号
墓
地

（
面
積　

約
２
・
70
㎡
）

▽
永
代
使
用
料　

市
内
居
住
者

25
万
円
、市
外
居
住
者
30
万
円

▽
維
持
管
理
費　

年
額
３
３
０
０

円（
3
年
分
を
前
納
）

▽
受
付
期
間　

５
月
31
日（
火
）ま

で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間

▽
日
時　

４
月
９
日（
土
）の
午

前
11
時
と
午
後
２
時
～
、20
日

（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
午

後
７
時
30
分
～

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
ヨ
ガ
教
室

ポ
ー
ズ
を
丁
寧
に
行
い
な
が
ら
、

身
体
と
心
を
整
え
ま
す
。

▽
対
象
者　

中
学
生
以
上

▽
受
講
料　
４
０
０
０
円（
全
８
回
）

▽
定
員　

40
人
（
要
予
約
）

▽
日
時　

４
月
８
、
15
、
22
、
29

日
、
５
月
13
、
20
、
27
、
６
月

３
日
の
金
曜
日
の
午
後
７
時
30

分
～
８
時
30
分

▽
持
ち
物　
ヨ
ガ
マッ
ト
（
お
持
ち

で
な
い
場
合
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

マッ
ト
を
貸
出
）

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
デ
イ

▽
日
時　

４
月
26
日（
火
）、27
日

（
水
）、28
日（
木
）の
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、中
央
公
民
館
、

福
良
地
区
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

水
道
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
よ
り
、淡
路
広
域
水

道
企
業
団
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
の

電
話
番
号
を
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

お
繋
ぎ
す
る「
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
」（
島

内
３
市
共
通
番
号
）に
変
更
し
ま

す
。各
種
申
請
手
続
き
や
料
金
等

に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、営
業
時

間
内
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

▽
営
業
時
間　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
当
分
の
間
、現
在
の
お
問
合
せ

番
号
も
つ
な
が
り
ま
す

問
同
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
９
１
・
１
３
２

狩
猟
免
許
試
験
の
案
内

　
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
狩
猟
鳥

獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟
免
許
が
必
要

で
す
。
令
和
４
年
度
の
狩
猟
免
許

試
験
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

※
新
規
の
狩
猟
免
許
取
得
者
に
は

取
得
経
費
の
助
成
制
度
あ
り

◆
狩
猟
免
許
試
験

▽
試
験
日　

７
月
２
日（
土
）　

▽
内
容　

わ
な
猟

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

募
　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

る
日
の
翌
月
の
末
日
現
在
、33

歳
に
達
し
て
い
な
い
人
）❼【
一

般
】18
歳
以
上
34
歳
未
満【
技

能
】18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資

格
等
取
得
者（
資
格
に
よ
り
年

齢
上
限
は
53
歳
未
満
か
ら
55
歳

未
満
の
人
）

▽
受
付
期
間　

❶
４
月
14
日（
木
）

ま
で
❷
６
月
10
日（
金
）ま
で
❸

❹
５
月
20
日（
金
）ま
で
❺
５
月

10
日（
火
）ま
で
❻
年
間
を
通
じ

て
受
付
❼
４
月
８
日（
金
）ま
で

※
試
験
日
、申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

☎
24
・
２
４
４
９

花
街
道
づ
く
り
事
業

　
（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

で
は
、島
内
の
国
道
・
県
道
沿
い
の

10
㎡
以
上
の
花
壇（
休
耕
田
含
む
）

を
継
続
し
て
維
持
管
理
で
き
る
個

人
や
団
体
に
対
し
て
、植
栽
費
・
維

持
管
理
費
・
花
壇
整
備
費
を
助
成

し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

令
和
５
年
２
月
20

日（
月
）ま
で

▽
応
募
方
法　

同
協
会
か
ら
申
請

書
を
取
り
寄
せ（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）、申
込

み
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会
☎
24
・
２
０
０
１

不
動
産
の
売
却
情
報

兵
庫
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

お
知
ら
せ
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☎
43
・
５
２
１
９

◆
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

・
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
43
・
５
２
３
９

・
中
央
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
洲

本
分
室

　

☎
26
・
２
０
７
５　

◆
配
偶
者
等
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
関

す
る
相
談

・
市
民
協
働
課

　

☎
43
・
５
２
４
４

・
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　

☎
43
・
５
２
１
９

◆
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
２
３
７

・
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

◆
障
害
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

・
福
祉
課

　

☎
43
・
５
２
１
６

・
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

要
な
栄
養
指
導
な
ど

▽
日
時　

４
月
11
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
２

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
相
談
窓
口

▽
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

市
民
生
活
相
談
窓
口
一
覧

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
悩

み
や
心
配
事
に
対
し
、
電
話
等
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
相
談

・
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
43
・
５
２
３
９

◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
関
す
る
相
談

・
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

▽
日
時　

４
月
29
日（
金
・
祝
）

　

午
後
１
時（
午
後
０
時
30
分
開

場
）

▽
場
所　

中
央
公
民
館

※
入
場
無
料

問
南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会（
窪
田
）

☎
42
・
４
４
８
３

第
21
回
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
開
催

▽
日
程　

４
月
16
日（
土
） 

、17
日

（
日
）

▽
マ
ッ
プ
設
置
場
所　

島
内
市
役

所
▽
市
内
開
催
場
所　

花
時
計
、き

っ
こ
う
の
花
壇
、マ
イ
マ
ー
ト
寮

ガ
ー
デ
ン（
４
月
17
日（
日
）の

み
）、バ
ラ
ー
デ
～
角
所
、風
の
通

る
庭
、ジ
ョ
イ
ポ
ー
ト
の
花
壇
、

西
一
花
と
緑
、や
ぶ
萬
サ
イ
ド
Ｇ

ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
、お
う
ち
カ
フ
ェ
メ
リ

ッ
サ
サ
カ
ベ
の
駐
車
場
の
庭
園
、

地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
楽
市
楽
座
、

武
田
庭「
壁
面
ア
ー
ト
」

問
同
実
行
委
員
会（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

４
月
17
日（
日
）

▽
内
容　

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
は
れ

の
日
め
し
（
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン

ガ
ー
デ
ン
）　

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

▽
定
員　

各
回
６
人

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

阿
波
踊
り
体
操

◆
第
１
３
８
回
講
習
会

▽
日
時　

４
月
２
日（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
１
１
６
回
講
座

▽
日
時　

４
月
14
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
踊
り
体
操
振
興
協
会

　
（
武
田
）☎
55
・
１
１
１
１

第
２
１
５
回
神
代
天
体
観
測
会

「
春
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

４
月
24
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
、職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

18181919

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
春
の
寄
せ
植
え
講
座

▽
内
容　

季
節
の
花
を
彩
良
く
ミ

ニ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

▽
日
時　

４
月
23
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
材
料
費　

１
０
０
０
円

▽
持
参
品　

土
を
入
れ
た
鉢（
直

径
30
㌢
）、ス
コ
ッ
プ
、手
袋
、新

聞
紙
1
日
分

▽
定
員　

15
人

❷
ト
ラ
ン
ス
パ
レ
ン
ト
講
座

▽
内
容　

北
欧
の
透
け
る
折
り
紙

で
、雪
の
結
晶
や
花
の
飾
り
を

作
り
窓
辺
に
飾
ろ
う

▽
日
時　

４
月
30
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
材
料
費　

８
８
０
円

▽
持
参
品　

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、ス

テ
ィ
ッ
ク
の
り

▽
定
員　

15
人

❶
・
❷
共
通

▽
申
込
締
切　

４
月
16
日（
土
）

※
男
女
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
参
加
可

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

第
８
回
南
あ
わ
じ
市
舞
踊
の
会

▽
出
演
団
体　

葵
会
・
菊
の
会
・

紘
祥
会
・
民
舞
寿
会
・
子
ど
も

舞
踊
教
室
花
・
舞
踊
花
美
月
・

舞
扇
・
早
渕
流
剣
詩
舞
道
扇
寿

会
・
藤
の
会

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

４
月
12
日（
火
）

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

高
齢
者
の
出
張
相
談
窓
口

▽
内
容　

高
齢
者
の
在
宅
生
活
で

の
心
配
ご
と
の
相
談
な
ど

▽
日
程　

❶
４
月
６
日（
水
）❷
４

月
13
日（
水
）❸
４
月
15
日（
金
）

❹
４
月
22
日（
金
）❺
４
月
28
日

（
木
）

▽
時
間　

❶
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
❷
～
❺
午
前
10
時

～
午
後
４
時

▽
場
所　

❶
沼
島
地
区
公
民
館
❷

丸
山
地
区
公
民
館
❸
三
原
志

知
公
民
館
❹
灘
地
区
公
民
館

❺
福
良
地
区
公
民
館

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
３
７

明
石
年
金
事
務
所
管
内

出
張
年
金
相
談　

▽
日
時　

５
月
26
日（
木
）午
前
10

時
15
分
～
午
後
３
時
15
分

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
受
付
期
間　

４
月
19
日（
火
）～

※
満
席
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
受
付
方
法　

明
石
年
金
事
務
所

へ
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

縁
結
び
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

縁
結
び
に
関
す
る
相
談

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、魅
力

を
高
め
る
方
法
）

▽
日
時
　
４
月
12
日（
火
）  

　

午
後
７
時
～
９
時

▽
申
込
締
切　

４
月
８
日（
金
）

　

正
午

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
「
義
経
千
本
桜 

道み
ち
ゆ
き行

初は
つ
ね
の
た
び

音
旅
」、阿
部
源
之
丞
座（
阿

万
）、都
源
之
丞
座（
五
色
町
都

志
）で
使
用
さ
れ
て
い
た
衣
裳
を

展
示

◆
創
部
70
周
年
淡
路
三
原
高
等
学

校
郷
土
部
展

▽
期
間　

11
月
上
旬
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
座（
４
月
公
演
）

◆
４
月
１
日（
金
）～
５
日（
火
）・14

日（
木
）～
19
日（
火
）

▽
内
容　
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、人
形

解
説
、「
戎
舞
」（
午
前
10
時
、午

後
３
時
）・
人
形
解
説
、「
日ひ
だ
か
が
わ

高
川

入い
り
あ
い
ざ
く
ら

相
花
王　

渡わ
た

し
場ば

の
段
」（
午

前
11
時
10
分
、午
後
１
時
30
分
）

◆
４
月
７
日（
木
）～
12
日（
火
）・22

日（
金
）～
26
日（
火
）

▽
内
容　
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、人
形

解
説
、「
戎
舞
」（
午
前
10
時
、午

後
３
時
）・
人
形
解
説
、「
傾け
い
せ
い城

阿あ

わ波
の
鳴な

る
と門　

順じ
ゅ
ん
れ
い
う
た

礼
歌
の
段
」

（
午
前
11
時
10
分
、午
後
１
時

30
分
）

◆
４
月
28
日（
木
）・29
日（
金
）

▽
内
容　
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、「
戎
舞

＋プ
ラ
ス」（
午
前
10
時
、午
前
11
時
10

▽
対
象
者　
「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の

会
」会
員（
情
報
登
録
書
提
出
）

※「
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ジ
ッ
ク
の
会
」へ
の
入

会
は
、随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

（
要
予
約
）

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

４
月
16
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
申
込
締
切　

４
月
８
日（
金
）

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可
。平
日
も
相

談
可

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

専
門
栄
養
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

食
品
表
示
に
関
す
る
相

談
、専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必

分
・
午
後
３
時
）・「
淡
路
人
形
座

え
え
と
こ
ど
り　

或
る
夜
の
段
」

（
午
後
１
時
30
分
）

◆
４
月
30
日（
土
）

▽
内
容　
バ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ
、「
戎
舞

＋プ
ラ
ス」（

午
前
10
時
、午
前
11
時
10

分
・
午
後
１
時
30
分
・
午
後
３
時
）

◆
４
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜

日
、21
日（
木
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
開
館
30
周
年
記
念 

松
帆
銅
鐸

展
示
室
企
画
展

　
「
龍
の
棲
み
か
展
︲
古
代
鏡
に

宿
り
し
龍
た
ち
︲
」

▽
期
間　

７
月
３
日（
日
）ま
で

▽
場
所　

２
階
展
示
室

※
期
間
中
、中
学
生
以
下
を
対
象

に
龍
ク
イ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開

催
。参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
進

呈
◆
ど
う
た
く
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

　
「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
鋳
造
体
験
」

▽
内
容　

低
融
点
金
属
を
型
に
流

し
込
ん
で
古
代
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
青

銅
器
作
り

▽
日
時　

４
月
30
日（
土
）、５
月

５
日（
木
・
祝
）、29
日（
日
）、６

月
25
日（
土
）❶
午
前
10
時
❷

午
前
11
時
❸
午
後
１
時
❹
午
後

２
時
❺
午
後
３
時

▽
参
加
費　

銅
鐸
・
貸
泉
８
０
０

円
、
銅
剣
・
銅
戈
・
六
鈴
鏡

４
０
０
円（
要
入
館
料
）

文
化
・
ま
な
び

　

市民無料法律相談市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　12日（火）・28日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～49歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　27日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所本館２階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）

住宅の耐震相談会住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　27日（水）13:30～15:30
◆場所　洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）

ひとり親家庭相談ひとり親家庭相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219

家庭児童相談家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　家庭児童相談室☎43-5239

妊娠・出産・子育て相談妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703

教育相談窓口教育相談窓口
◆日時　11日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）

農地相談農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　22日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

４月の無料相談 催
　
し

相
　
談
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　このたび、有形文化財２件が南あわじ市指定文
化財となりました。今回の指定で市の文化財は合計
84 件（国 10 件、県 29 件、市 45 件）となりました。
◆今回指定された文化財
・陶

とうかん
棺（県立淡路三原高校 所有）

・幡
は た

多銅
ど う か

戈（市 所有）

問社会教育課☎ 43-5232

2121 2020

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※市のホーム
ページでも番
組表を確認い
ただけます

EPG（電子番組表）

問広報情報課映像制作係
☎43-2345さんさんネット

コミュニティチャンネル
４月番組の見どころ

４月の休館日
毎週月曜日、
28 日（木）月末整理日

　ダニを減らせば、多くのア
レルギー症状は改善する可
能性があります。ダニをいか
に減らして、アレルギー疾患
を改善していくか。お子さん
のアレルギーに悩むお父さ
ん、お母さん、さらにはご自
身がアレルギーで悩む方に、
ダニ研究50年の知見をもと
に、具体的、かつ実践的にお
答えします。

田村 ふみ湖／著
（産業編集センター）

　古いぬいぐるみと、その持
ち主たちの大事なエピソード
を集めた一冊です。神戸にあ
る北欧雑貨店「マルカ」を営
む著者・田村ふみ湖さんは、
大のぬいぐるみ好き。そんな
著者が、日本など世界12カ
国の古いぬいぐるみの持ち
主にインタビューをし、持ち
主との想い出エピソードを紹
介しています。

高岡 正敏／著
（あさ出版）

お父さん、お母さんが知っておきたいお父さん、お母さんが知っておきたい
ダニとアレルギーの話ダニとアレルギーの話

問市立図書館☎53-0234
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

南あわじ市図書館
ホームページ
二次元コード

さ ん さ ん ニュー ス

４月５日（火）

・志知小学校　さくらプロジェクト

４月６日（水）

・鳴門海峡の渦潮が育む「うずの幸グルメ」
　誕生！

４月８日（金）

・令和３年度南あわじ市スポーツ賞表彰式

コミュニティチャンネルで
ＣＭ放送しませんか？

イメージアップ戦略に！商品のＰＲに！
さんさんネットコミュニティチャンネルの
有料広告放送を、ぜひご活用ください。
詳しくは、お問合せください。

第108回市議会定例会一般質問
■放送日　４月４日（月）～ 10 日（日）
■時　間　８：00 ～、20：00 ～
　　　　　※土曜のみ 13：00 ～も放送

月曜日～金曜日　7：30 更新
■ 時 間　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、
　　　　 19：30 ～、22：30 ～

【ご注意ください】
４月４日（月）～ 10 日（日）のさんさんニュースは、
22時台の放送が、深夜０時台に変更となります。また、
４月９日（土）16 時台のさんさんニュースの放送は
ありません。

　「あっちむいて…だ～れ
だ？」「じ～っとみてみよう！
な～んだ？」と、お子さまの想
像力や空間や時間の感覚を
養い、脳と心の成長を育む絵
本。親子でのあてっこや「わ
お！」と驚きながらの読み聞
かせが楽しいコミュニケー
ションになります。アーティス
ト・清川あさみがかわいいイ
ラストを描いた一冊です。

　チャイロはたっくんちの飼
い犬。たっくんの自転車を見
て「乗ってみたいな」と思って
いるチャイロがある夜こっそ
り自転車に乗ると、飼い猫シ
ロが「あたしもいきたいな」。
後ろに乗せて「出発進行！」。
でも、坂道でブレーキが分か
らず大ピンチ。飼い主の知ら
ないところでチャイロたちが
大冒険する楽しいお話。

清川 あさみ／さく・え
（パイ インターナショナル）

たるいし まこ／作
（あかね書房）

まよなかのまよなかの
サイクリングサイクリング

古いぬいぐるみの古いぬいぐるみの
はなしはなし

あっちむいてこっちあっちむいてこっち
むいてだ～れだ？わぉ！むいてだ～れだ？わぉ！

　市では、確かな人権意識と実践力をもった人づくりを目
標とした「南あわじ市人権教育基本方針」を策定しました。
　この基本方針に基づき、市職員および教職員が責務を
自覚し、先導して市民の皆さまにも働きかけて、人権文
化に満たされたまちづくりをめざします。
※詳しくは市ホームページをご覧ください
問社会教育課☎ 43-5232

南あわじ市人権教育基本方針策定

01 陶棺。02 幡多銅戈の断片。03 幡多銅戈の復元。
04 幡多銅戈のイメージ図

　　　

　一度に見つかった出土数として、松帆銅鐸７
個は全国で４番目の多さです。ちなみに、全国
１位は島根県加茂岩倉の39個、２位は滋賀県
大岩山の24個、３位が兵庫県桜ケ丘の14個で
す。現在、松帆銅鐸１・３・４・７号が滝川記念美
術館玉青館に展示公開されていますが、いよい
よ今年の７月には７個すべてが揃う予定です。

『
銅
鐸
７
個
は
全
国
４
位
！
』

松帆銅鐸に迫る　６

７個の松帆銅鐸 

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

第
１
回
香
川
県
空
手
道
選
手

権
大
会

（
２
月
12
日
・
丸
亀
市
民
体
育
館
）

一
般
男
子
・
軽
量
級
（
70
㌔
未
満
）

＝
②
有
働
斗
志
一
（
新
極
真
会
徳
島

北
東
支
部
）

問
広
報
情
報
課

　

☎
43
・
５
２
０
６

　

F

 

43
・
５
３
０
６

　
　

kouhou@
city.m

inam
iaw

aji.

　
　

hyogo.jp　

みんなの図書館
今月のおすすめ本

春の全国交通安全運動
期間　４月６日（水）～ 15 日（金）
重点項目
　❶子どもをはじめとする歩行者の安全確保
　❷歩行者保護や飲酒運転根絶等の安全運転意識の向上
　❸自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保
問危機管理課☎ 43-5203

　４月は市役所窓口が混雑します。マイナンバー
カードを利用すれば、住民票の写し等の証明書
をコンビニエンスストア等のマルチコピー機で取
得でき便利です。
●いつでも　　毎日 6：30 ～ 23：00
　　　　　　　（メンテナンス時除く）
　　　　　　　※戸籍のみ 9：00 ～ 17：00
●どこでも　　お近くのコンビニ等で
●やすく　　　窓口より手数料が 100 円お安く
●かんたんに　マルチコピー機からすぐに証明書
　　　　　　　を取得
※４桁の暗証番号（利用者証明
　用電子証明書）が必要です

◆コンビニ交付で取得可能な証明書
・住民票の写し　　　　　　　　200 円
・住民票記載事項証明書　　　　200 円
・印鑑登録証明書　　　　　　　200 円
・戸籍全部（個人）事項証明書　350 円
※南あわじ市に本籍がある人のみ。本籍が市外の

人は本籍地の市区町村にお問合せください
・市県民税（非）課税証明書　　200 円
※令和３年度（令和２年分）のみ
問総合窓口センター☎ 43-5212

マイナンバーカードで便利！

証明書をコンビニで取得できます

市指定文化財の指定

0101

0202 0303 0404
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    ４４月の健康カレンダー

2222

※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

● 献血
日 曜日 受付時間 場所

29 金 11：30 ～ 16：00 ショッピングセンター・パルティ

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

３日（日） 畑 田 卓 也 医師 齊 藤 雅 文 医師

10日（日） 富 本 喜 文 医師 柴 田 亮 平 医師

17日（日） 穀 内 勇 夫 医師 穀 内 純 江 医師

24日（日） 浦 瀬　 巌 医師 高 田 育 明 医師

２9日（金） 畑 田 卓 也 医師 鈴 木 俊 示 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定など 19 火  ９：00 ～ 10：30

13：00 ～ 14：30
市役所本館
1 階　　　

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
日 曜日 受付時間 場所

28 木 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所

20 水 14：00 ～ 15：00 中央公民館２階

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

24 日 13：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所

25 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

13 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）　1 回 100 円
内容 日 曜日 時間 場所

阿波踊り体操 6 水 10：00 ～ 広田地区公民館

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ３年12月生） 22 金

南あわじ市　
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ３年11月生） 28 木

育児相談 （Ｒ３年９月生） 26 火

10カ月児健康診査 （Ｒ３年６月生） 15 金
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ２年９月生） ５ 火

２歳児育児相談 （Ｒ１年９月生） 20 水

３歳児健康診査 （Ｈ30年11月生） ８ 金

就学前５歳児健康診査（Ｈ29年４月生） 18 月

遊びの教室（予約制） ７ 木

発達支援相談（予約制） ７ 木

※受付時間等は対象者に案内します

※発熱による受診の場合は、事前に
　電話をお願いします
※新型コロナウイルスの検査はでき

ません

健康課からのお知らせ

● はじめましてパパ＆ママ講座　※要申込
妊婦とその家族を対象とした講座

内容 日 曜日 場所
前期コース（歯科健診など）

９ 土 南あわじ市　
保健センター後期コース（赤ちゃんのお世話など）

問健康課☎43-5218

  人間ドック受診助成  町ぐるみ健診

◆ 申込締切　４月 15 日（金）※要申込、日時指定制
健診内容　健康診査（19～ 39歳）、特定健康診査（40

～ 74歳）、後期高齢者健康診査、がん検診（肺、胃、
大腸、口腔、前立腺、子宮頸、乳房）、その他検診（結
核、骨粗しょう症、肝炎、胃 ABC、腫瘍マーカー）
など
※乳がん検診は申込不要。対象者には通知します

申込みから健診までの流れ
①４月初旬＝各世帯に送られてきた申込書に記入

し、同封の返信用封筒でご返送ください。
※受診しない人も返送してください
②６月以降＝申込者へ健診受診票等郵送
③６月下旬～９月＝健診

健診日程と健診場所　※下記の日曜日以外
６月＝24～ 29日（湊地区公民館）
７月＝1～8日（福良地区公民館）
　　　20～ 25日（保健センター）
８月＝1～11日（中央公民館）
９月＝2・3日（中央公民館）

◆ 受診前に健康課への申込みが必要です
対象者　次の❶～❻の要件をすべて満たす人

❶１年以上市内に居住している❷人間ドック受診日
の年度末に満 40 歳以上❸加入する医療保険に人間
ドックの助成制度がない❹人間ドック受診日と同じ年
度の町ぐるみ健診を受診しない❺人間ドックの結果、
保健指導が必要となる場合は指導を受ける事に同意す
る❻本人および同一世帯の人が市税・後期高齢者医療
保険料・介護保険料を滞納していない

必須検査項目　特定健診および肺がん（南あわじ市国
民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者のみ）／
胃がん・大腸がん／乳がん・子宮頸がん検診（年度
末で偶数年齢の人のみ）

助成額　南あわじ市国民健康保険・後期高齢者医療
保険の加入者１万円、その他の医療保険の加入者
5,000円
※乳がん・子宮頸がん検診を受ける年度末で偶数年

齢の人は7,000円を加算
必要書類　被保険者証（写し）、納税証明書など

  令和４年度高齢者の肺炎球菌予防接種

対象者　南あわじ市に居住する下の表の年齢に該当す
る人。対象者には４月上旬に通知します。
　※過去に同接種を受けた人は対象外

接種期間　4月１日～翌年3月31日
自己負担金　3,000円（医療機関の窓口でお支払くださ
い。ただし、生活保護受給者は自己負担なし）

持参するもの　健康保険証、予診票
※60歳以上65歳未満の人で、心臓・腎臓・呼吸器の機能
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に一定の
障害がある人（身体障害手帳１級および同程度の障害）
に該当する人は、健康課（☎43-5218）へ連絡いただければ
予診票を発行します
※生活保護受給者は受給証明書を持参（福祉課生活福祉係
（☎43-5216）へ連絡してください）
○平成31年度から令和５年度までの５年間、各当該年度に節
目年齢となる人に実施する予定です。

● 令和 4 年度（4 月 1 日～翌年 3 月 31 日）の対象者
65歳 昭和 32 年 4 月 2 日生～昭和 33 年 4 月 1 日生の人
70歳 昭和 27 年 4 月 2 日生～昭和 28 年 4 月 1 日生の人
75歳 昭和 22 年 4 月 2 日生～昭和 23 年 4 月 1 日生の人
80歳 昭和 17 年 4 月 2 日生～昭和 18 年 4 月 1 日生の人
85歳 昭和 12 年 4 月 2 日生～昭和 13 年 4 月 1 日生の人
90歳 昭和 ７ 年 4 月 2 日生～昭和 ８ 年 4 月 1 日生の人
95歳 昭和 ２ 年 4 月 2 日生～昭和 ３ 年 4 月 1 日生の人
100歳 大正 11 年 4 月 2 日生～大正 12 年 4 月 1 日生の人

新型コロナウイルスに関する医療相談窓口（発熱等受診・相談センター）
❶兵庫県 新型コロナ健康相談コールセンター☎078-362-9980（受付時間：土日祝日含む24時間）
❷洲本健康福祉事務所（健康管理課）☎ 26-2062（受付時間：平日の午前 9 時～午後 5 時 30 分）

発熱等があれば、まずは電話で相談を
発熱等の症状があるなど、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザの疑いがある場合、まずはかかりつけ
医等に電話で相談してください。かかりつけ医等がなく、相談先に迷う場合は、以下窓口へ相談してください。
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子子育育てて広広場場 月月

　誕生から入園までのお子さんをお持ちの保護者
の皆さん、センターでお待ちしています。子育てが
楽しくなる、交流と学びの場です。ひろばで子育て
を楽しもう！

令和４年３月14日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります※３月号の正解は『木偶』 。45通の応募がありました

　「淡路島●●●●●」を
使ったオリジナル料理の提
供が始まっています。雑味
がなく、上品な脂と濃厚
な甘みが特徴の春の味覚。
島内37店舗で61メニューが提供されており、５月
末までお楽しみいただけます。
●●●●●に入るカタカナ５文字をお答えください。
　　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報27頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報クイズ係までご応募ください。
■応募締切 　４月 15 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ

2525 2424

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●人　口●人　口  45,636人45,636人（前月比-111人）（前月比-111人）
　    （男）　    （男）  22,024人22,024人（前月比-48人）（前月比-48人）
　    （女）　    （女）  23,612人23,612人（前月比（前月比--63人）63人）
●世帯数 19,697世帯●世帯数 19,697世帯（前月比-33世帯）（前月比-33世帯）
※令和４年３月１日現在※令和４年３月１日現在

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

馬部　千
ちふゆ

冬

藤濤　　暖
だん

谷　　真
まさかず

和

田渕　　糸
いと

塚本　啓
けいし

史

藤本　一
いちか

凜

藤本　浬
り つ

尽

橋詰　十
と わ

和

嵯峨　碧
あおと

人

藤濤旺
おうしろう

士郎

相良　匠
たくみ

海

谷池　匠
たくま

真

大下　斗
と い

惟

藤本　陽
はるき

稀

谷　　 優
ゆうき

希

榎本　乃
の あ

藍

山口　陽
ひまる

丸

岡　　侑
ゆうか

花

佐竹　利
としあき

瑛

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

男

男

男

男

男

女

男

女

男

真 照

賢 人

恵 輔

悠

倫 万

倭 樹

壮

京 平

誠 人

翼

悠 太

喜 規

智 哉

健 介

洋 希

悟

貴 志

翔 平

利 文

松 帆

賀 集

阿 万

八 木

志 知

市

榎 列

神 代

広 田

北阿万

広 田

市

潮美台

広 田

湊

潮美台

榎 列

松 帆

倭 文

２ 月 ２ 日

２ 月 ２ 日

２ 月 ４ 日

２ 月 ４ 日

２月 13 日

２月 13 日

２月 16 日

２月 18 日

２月 19 日

２月 21 日

２月 22 日

２月 23 日

２月 24 日

２月 24 日

２月 26 日

３ 月 １ 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ６ 日

３月 11 日

出生

田村はるみ

濱田　隆雄

植田やすゑ

安宅　尚子

近藤　重治

米岡　悦雄

河西　鎭男

佐野しず子

野上やすの

野尻カズヱ

橋本　和美

本田　　宏

池田　一夫

奥野ゑみ子

長濱　　徹

北阿万

松 帆

福 良

賀 集

阿那賀

阿那賀

志 知

阿 万

広 田

北阿万

松 帆

神 代

志 知

八 木

福 良

91

82

101

80

86

88

93

100

99

95

89

91

89

95

69

２ 月 20 日

２ 月 21 日

２ 月 23 日

２ 月 24 日

２ 月 24 日

２ 月 24 日

２ 月 25 日

２ 月 27 日

２ 月 27 日

２ 月 27 日

２ 月 28 日

３ 月 １ 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ２ 日

３ 月 ３ 日

藤本嘉代子

濱口　　宗

立花　晴子

原　はるこ

前田紀一郎

増田　清子

道上　義治

由良アツミ

吉田　團次

塩川みよ子

田村つるゑ

溝上　　開

仲野りきゑ

潮美台

松 帆

灘

広 田

北阿万

市

津 井

阿 万

神 代

市

神 代

福 良

市

93

89

85

92

80

93

75

106

93

96

97

80

105

３ 月 ４ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 ６ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ７ 日

３ 月 ８ 日

３ 月 ８ 日

３ 月 10 日

３ 月 11 日

３ 月 12 日

３ 月 14 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

宇田はる子

社家きよみ

宮本　義嗣

堂丸　澔司

向田ふくゑ

齊藤　清美

清水こすゑ

松谷　逸子

小脇宇太子

村上　　　

三浦三四郎

山下　徳明

阿部　三郎

森本日出男

江本　すゑ

湊

市

賀 集

賀 集

八 木

市

伊加利

潮美台

広 田

福 良

福 良

福 良

阿 万

阿那賀

北阿万

100

89

71

81

93

62

92

80

64

91

97

84

94

88

94

２月 10 日

２月 12 日

２月 12 日

２月 13 日

２月 14 日

２月 14 日

２月 14 日

２月 14 日

２月 16 日

２月 16 日

２月 17 日

２月 17 日

２月 19 日

２月 19 日

２月 20 日

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

前川　裕幸（洲本市）

生田　尚行（洲本市）

居神　弘樹（北阿万）

秋　　祐錫（大阪府）

堀　　皓貴（阿那賀）

中原　佑介（神　代）

三明　奈央（倭　文）

齋藤　愛佳（津　井）

山下　　歩（北阿万）

松井重里香（志　知）

粟田　　愛（徳島県）

孝田　　歩（　市　）

２ 月 11 日

２ 月 13 日

２ 月 22 日

２ 月 23 日

３ 月 １ 日

３ 月 ９ 日

死亡

４４

●出前ひろば （当日申込要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:15
　※４つの出前ひろばは、どこでも参加できます

ひろば名 開設日 場所

みどり 13,20,22 南あわじ市
保健センター

せいだん 14,19,21,28 湊地区公民館

みはら 12,14,21,26 働く婦人の家

なんだん 13,15,20,27 福良地区公民館

※３月 18 日現在の行事予定を掲載しています。
　 定員に達している場合はご了承ください

●ふれあいプレイルーム （平日9：30～15：30）
　（当日申込要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができます。
赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば　※要申込 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご
（10 カ月

まで）
19日（火） 10:00～

お昼寝アート
先着　10組
場所　ゆめるんセンター
費用　100円（当日集金）

ばなな・
ぶどう

（11 カ月～）

27日（水）
28日（木）

5月2日（月）

①10：00～
②10:45～

こいのぼり会
先着　各15組
場所　ゆめるんセンター
持参　新聞紙、のり、はさみ、 
　　　カラーサインペン、
　　　ウエットティッシュ

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 内容等

手形アート
「はるのフルーツ」
　ゆめるんセンター

18日（月）
①10:00～
②10:30～
③11:00～

先着　各10組
持参　新聞紙、のり、はさみ、
　　　カラーサインペン、
　　　ウエットティッシュ

４月のお誕生日会
　ゆめるんセンター

25日（月）
10:30～ 持参　ウエットティッシュ

３月９日（水） 出前ひろば（なんだん）

　「こどもあんしんネット」に登録すると、
最新のゆめるん通信がメールで届きます。右
の二次元コードから簡単に登録ができます。
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ヤギにエサやりをする園児ら ミニブタとふれあう園児ら

「令和３年度体力アップスクール表彰」を受賞した北阿万小の山口
晶子校長（中央）と児童ら

　３月１日、市こども園の園庭にたくさんの動物たち
が登場しました。ポニーをはじめ、ヤギ、ミニブタ、
ウサギ、ニワトリ、ヘビなどが、移動動物園を運営す
る京都ポニーどうぶつえんから来園。園児らは、たく

かわいい動物たちとふれあう

市こども園に移動動物園

　北阿万小学校が、体育の充実を図っている学校を対象と
した、兵庫県の「令和３年度体力アップスクール表彰」を
受賞しました。北阿万小は、令和元年度以降、５回にわた
り元日本代表陸上選手の小林祐梨子さんを招き児童の心と
体の健康保持増進を図っており、この取り組みが評価され
ました。
　小林さんは、運動が苦手な児童も主体的に運動に取り組
めるストレッチや走り方を指導。同小６年の鈴木悠

はると
斗さんは

「受賞できてうれしい。小林さんの指導を意識して練習し
たら走るのが速くなった」と話しました。

北阿万小学校が受賞
体力アップスクール表彰

　淡路ファームパーク・イングランドの丘で飼育されてい
るコアラ「みどり」が25歳となり、飼育下での最高齢の
コアラとして、自らが持つギネス世界記録を 1歳更新し
ました。
　みどりは、平成９年２月に西オーストラリア州で誕生し
た雌のコアラ。同州と兵庫県が友好・姉妹都市の提携を
結んでいる縁で、平成15年 3月に同施設へ寄贈されま
した。
　今年2月に 25歳を迎え、飼育員によれば人間で例え
ると120 歳を超える長寿といいます。3月 1日に「史
上最高齢の飼育されたコアラ」と「存命中の最高齢の飼
育されたコアラ」のギネス世界記録の更新が認定されま
した。
　飼育員の平山泉さんは「昨年24歳でギネス世界記録
に認定されてから１年間、みどりが元気で過ごしてくれて
うれしい。これからもみどりのペースで過ごせるようにお
世話をしていきたい」と話していました。

　海底火山の大規模噴火で被災した南太平洋の島
国、トンガを支援しようと、市内小中学校の児童会、
生徒会が募金活動を行いました。
　募金活動は「自分たちと同世代のトンガの子ど
もたちの力になれないか」と広田中生徒会が発案。
呼びかけに応じた市内の全小中学校も協力しまし
た。児童、生徒のほか、地域住民からも募金があり、
集まった28万円の義援金は、駐日トンガ大使館を
通じて送られました。
　2月 17日、市役所で報告会があり、広田中生
徒会の４人が訪れ、他の中学校の生徒たちはオン
ラインで参加。駐日トンガ大使館のテヴィタ・スカ・
マンギシ大使からは「助け合いの気持ちに感動し
ました。思いやりと支援に感謝します」といったメッ
セージ動画が寄せられました。
　広田中生徒会長の西野美咲さんは「募金がトン
ガの人の助けになってうれしい」と話しました。

ギネス世界記録を更新

市内の小中学校が協力

コアラ「みどり」が 25 歳に

トンガ支援に募金活動

01 ギネス世界記録を更新したコアラの「みどり」（淡路ファームパーク・
イングランドの丘提供）
02 世界記録更新の認定証を手に喜ぶ飼育員たち

トンガ大使からのメッセージ動画を見る広田中の生徒たち

0101

　福良湾で養殖されている「淡路島サクラマス」を使っ
たオリジナル料理の提供が、３月１日から始まりました。
　６年目となる今回は島内 37店舗が参加し、61メ
ニューを販売。提供期間は５月末までで、丼、鍋、テ
イクアウトなどのカテゴリーで各店舗のオリジナルメ
ニューを楽しめます。

島内 37 店舗で解禁

淡路島サクラマスグルメ

サクラマスの切り身を持つ前田さん

0202

淡路島サクラマス
グルメ特設サイト

　生産者の前田若男さんは「今年も質
のよいサクラマスが育っている。たくさ
んの人に味わってもらいたい」と話しま
した。

さんの動物たちに目を
輝かせ、ポニーやヤギ
にエサやりをしたり、ニ
ワトリを抱っこしたりし
て動物たちとのふれあ
いを楽しみました。
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※本紙は 3月 22 日時点での情報を掲載しています。新型コロナウイルス感染症の影響で、紙面に掲載した内容が
変更となる可能性がありますので、ご了承ください

　民法が改正され、2022年 4月 1日から成年年齢が20歳から18歳に引き下げられました。
　これによって、2022年 4月 1日に 18歳、19歳の人は、2022年 4月 1日に成人になります。2004
年 4月 2日以降生まれの人は、18歳の誕生日から成人になります。

※南あわじ市の成人式典の対象者は、これまでどおりその年度に20歳になる人です

　2022年４月１日からは、18歳になると親の同意がなくても自分で
契約ができるようになります。（未成年者が親の同意を得ずに契約した
場合は、その契約を取り消すことができます。）
　社会経験の少ない若者が消費者トラブルに巻き込まれるケースは少な
くありません。若者を狙った悪質商法による被害も心配されています。
契約や買い物はしっかり考えてから行うことや、正しい知識を持つこと
が大切です。困ったときは一人で悩まず、家族や消費生活センターなど
に相談しましょう。

－消費者トラブルの相談窓口ー

2022 年 4 月 1 日から

成年年齢成年年齢  がが18 歳18 歳  になりましたになりました

成年年齢引き下げで変わること、変わらないこと成年年齢引き下げで変わること、変わらないこと

成年になったら契約には十分な注意を成年になったら契約には十分な注意を

18歳になったらできること（例） 20歳にならないとできないこと（例）

・親の同意がなくても契約ができる（携帯電話の契約、ロー
ンを組む、クレジットカードをつくる、アパートの部屋を
借りるなど）
・10年有効のパスポートの取得
・公認会計士や司法書士、医師免許、薬剤師免許などの国家
資格の取得
・性同一性障害の人が性別の取扱いの変更審判を受けること
・結婚
※女性の結婚可能年齢が16歳から 18歳に引き上げられ、
男女とも18歳になります

※普通自動車免許の取得は従来と同様、「18歳以上」で取
得可能

・飲酒
・喫煙
・競馬、競輪、競艇、オートレースなど
の投票券の購入
・大型、中型自動車運転免許の取得
・養子を迎える

消費者庁
LINE公式アカウント

「消費者庁 若者ナビ！」

若年者層向けの消費者トラ
ブル情報などを配信してい
ます。

LINEアカウント
二次元コード

◆南あわじ市消費生活センター☎43-5099
日時：平日の午前９時～正午、午後１時～４時（年末年始を除く）　場所：南あわじ市役所本館２階
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